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Ⅰ．はじめに 

 

本委員会は、「（仮称）札幌市子どもの権利条例」について、子どもからの意見をより反映させ

るために、平成 18 年 2 月 10 日に札幌市長の任命を受け発足し、小学 5年生から高校 3年生までの

32 名が活動してきました。活動期間は約半年間でしたが、8回の委員会を行い、多くの意見を吸収

することができたと思います。主な議題は、「子どもたちにとって大切な権利は何か」「権利侵害

からの救済」などでした。どの委員の口からも活発に、かつ新鮮な意見が飛び交いました。 

  

また、わたしたちは、委員会のほかに対外活動も行いました。発足して間もない 2月に行われた、

「子どもの権利条例フォーラム」のパネルディスカッションに委員 13 名が参加。「子どもにとっ

て大切な権利は何か」というテーマの下で、札幌市長をはじめとするパネリストの方々と意見を交

わし、多くの市民に子どもの本音を聞いてもらうことができました。さらに、「札幌市子どもの権

利条例制定検討委員会」の委員の方々との意見交換を行い、子ども委員が考えた「子どもにとって

大切な権利」を提案し、子どもたちの意見を前面に押し出していきました。このときの提案は、条

例素案第 3章「子どもにとって大切な権利」に反映されています。 

  

話は変わりますが、子ども委員会での話し合いの様子は子ども未来局のホームページや「子ども

のけんりニュース」で紹介されてきました。また、子ども委員は、身のまわりの子どもや大人から

聞いた意見をレポートにまとめました。これらを通じて、子ども委員以外の子どもや大人も、条例

づくりについて関心を持ってくれたのではないかと思います。子どもの意見を条例に反映させるに

は、多くの方法があると思いますが、委員会という形態は、子どもの権利についてじっくりと話し

合い、考えを深めることができる、最も効率のよいものであったと確信しています。 

  

本委員会における子どもたちの意見を濃縮したこの提案書が、条例検討に「大きな」一石を投じ、

そして「大きな」波を創りだすことを願って、はじめの挨拶とさせていただきます。 

 

 

 

 

 

2006 年 7 月 24 日 

札幌市子どもの権利条例子ども委員会委員長 瀧本 京太朗 
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Ⅱ．子ども委員会の活動報告 

(1) 委員会のスケジュール 

 

  ① 子ども委員会（活動のようす … p.4～p.11） 
  

平成 18 年 2 月 10 日（金）任命式・第 1回委員会 

平成 18 年 2 月 16 日（木）第 2回委員会 

平成 18 年 3 月 17 日（金）第 3回委員会 

平成 18 年 4 月 13 日（木）第 4回委員会 

平成 18 年 4 月 24 日（月）第 5回委員会 

平成 18 年 5 月 18 日（木）第 6回委員会 

平成 18 年 6 月 23 日（金）第 7回委員会 

平成 18 年 7 月  5 日（水）第 8回委員会 

 

◎ ３つのグループにわかれて、色々なことを話し合いました！ 

 

  ② 子どもの権利フォーラム（活動のようす … p.12） 
  

平成 18 年 2 月 26 日（日） 

「みんなで考えよう！札幌市子どもの権利条例フォーラム」 

 

◎ パネルディスカッションにパネリストとして参加しました！ 

 

  ③ 検討委員会へ報告と提案（活動のようす … p.13） 
  

平成 18 年 4 月 30 日（日） 

 「子ども委員と検討委員との意見交換会」 

 

◎ 子どもの権利条例制定検討委員会に、 

「子どもにとって大切な権利」を提案しました！ 
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(2) 委員会で話し合ってきたこと 

子ども委員会副委員長 齊藤 綾乃 

 

 ■ 子どもの権利勉強会（第 2回委員会） 
  私たち子ども委員会は、「子ども議会」で子どもの権利をテーマに市へ提案した経験があ 

  る人から、初めて子どもの権利について考える人まで、様々な構成で始まりました。そこで、 

  みんなが共通の知識を持つため、小学生グループ、中・高生グループに分かれて「子どもの 

  権利条約」などについて勉強会を行いました。今後の委員会に生かせたかな、と思っています。 

 ■ 子どもにとって大切な権利は何だろう？（第 3回～第 5回委員会） 
   権利条例は、子どもが行使する「権利」を定めるもの。子どもたち自身が使う権利だから、 

  自分たちも考えないと！ということで、「子どもにとって大切な権利は何だろう？」という 

  テーマで、3つのグループに分かれて意見交換をしました。また、グループのなかでの話し 

  合いだけではなく、家族や先生、友だちなど身のまわりの人たちの意見も聞くなどの作業も 

  してきました。そして、第 5回委員会では、一人ずつもっとも大切だと思う権利の項目を考え、 

全体会議で発表。さらに、4月 30 日には、条例づくりを進めていた「検討委員会」にも、提 

  案をしました。グループごとに少人数で中身のこい議論ができて、とてもよかったです。 

   そして札幌市は、私たちの提案をもとに、7月に条例素案を作成しました。自分たちの活動 

  が成果になって表れるのかな？と思うと、みんなドキドキしているのではないでしょうか！？ 

 ■ 子どもの権利侵害（いやなこと）からの救済について（第 6回～第 7回委員会） 
   「子どもにとって大切な権利」の次に取り上げたテーマが、「権利侵害からの救済」です。 

  少しカタイ気もするテーマですが、実は、子ども委員会の初めの頃に行ったアンケートで、 

  「委員会で話したいこと」として最も多く挙がったのが、「いじめなどの問題について」で 

した。そこで私たちも、いじめなどの権利侵害からの救済について意見交換をしようとい 

  うことになり、理想の相談相手や解決方法について話し合ってきました。 

   委員会では、議論しやすいように、権利侵害についての具体例などを挙げて、それをもと 

  にグループに分かれて意見交換を進めてきたのですが、色々なケースがあるので、「理想はこ 

  れだ！」と言うものを考えるのは、少し難しかったです。でも、普段は他人には話しづらい 

  ことも、この機会に話すことができたので、とてもよい経験になったと思います。 

 ■ 子どもの権利条例素案をみてみよう！（第 8回委員会） 
   札幌市が進めている条例づくりの「素案ができた！」ということで、子ども向け資料を見 

  て「分かりやすくまとめられているかな？」ということなどについて意見交換しました。 

  私たちの意見や感想が、これから札幌市がつくる色々な資料作成の場面で生かされればよい 

  ですが…。大丈夫ですよね！？よろしくお願いします！！ 

 



（3）各委員会の活動のようす  
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Ⅲ．子ども委員会からの提案（まとめ） 

(1) 札幌の子どもにとって大切な権利 

■大切だと思う権利の一覧表（抜粋） 

私たちは、第 3回、第 4回子ども委員会でのグループディスカッションや家族、友だちなど身のまわ

りの人から聞いた意見をもとに、「①一人ひとりが自分らしく生きるために必要なこと」「②成長して

いくために必要なこと」「③安全で安心して、健康に生きていくために必要なこと」「④意見を表明し

たり参加するために必要なこと」の４つの区分ごとに、それぞれ権利を提案しました。 

 これから紹介する権利の一覧は、提案した権利のうち、子ども委員一人ひとりが「一番大切だと思う

権利」として、第 5回子ども委員会のときに発表したものです。なお、提案したすべての権利は、資料

編（p.20～）に掲載しています。 

① 一人ひとりが自分らしく生きるために必要なこと 

★ 秘密をもつ権利 

親だからと言って、何でも勝手に子どもの

プライバシーに関わるものを見るのではな

く、一人の人間として子どもをみてほしい。

＊全体発表では、１項目挙がりました。

提案されたすべての権利は、合計 24 項

目にのぼります。（p.21～） 

② 成長していくために必要なこと 

★ 教育を自由に受けられる権利 

自分の意思で、行きたい学校に行くこ

とができるようになりたい。 

★ 教育をしてもらう権利 

成長するための行動を起こすために、必要

な知識がほしい。 

★ 遊ぶ権利 

たくさん遊ばないと、体力がつかない

と思う。でも、やることをやってから遊

ぶことが大切。 

★ 自分の夢を自由に持つ権利 

自分の将来の目標を自分で決めて、目標

に向かって努力していきたい。 

★ 遊んだり勉強したりする場所

を選ぶ権利 

遊ぶ場所や勉強する場所は、自分で決

めたい。 

★ 経験をする権利 

どんなことでも経験することが大切なので、

色々なことをやらせてほしい。 

★ 認められる権利 

失敗してもやり直すことが認められる

と、自分の意思をのびのびと伝えること

ができる。 

★ 豊かな自然でみんなと遊んだり

のんびりする権利 

豊かな自然のあるまちで過ごせば、ストレ

スや病気になることも少なくなる。 

＊全体発表では、8項目挙がりました。

提案されたすべての権利は、合計 38 項

目にのぼります。（p.23～） 
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■「自分らしさ」と「我がまま」について 

子どもの権利を考えているときに、「自分らしさ」と「我がまま」とはどこが違うのだろう？という

ことが疑問になりました。そして、子ども委員会での全体発表や、検討委員との意見交換でもこのこと

が話題になりましたので、私たちが考えたことを、いくつか紹介します。 

 

・子どもの権利を大人や子どもに知らせることが大切。知らせるときには、権利だけを知らせるのではなくて、権利と

我がままを間違えないように知らせる方法を考えて欲しい。 

・時と場合を考えて行動することが大事。誰にでも「いい」と言ってもらえることが権利であって、自分で「もしかし

てダメかな？」と思うときは、我がままな場合があるのでは。 

・条例づくりで考えている「子どもにとって大切な権利」は、人間であれば誰でも基本的に認められているものであっ

て、子どもだけが特別に認められるものではない。だから、これ以上、子どもに権利を与えたら我がままになるとい

うのは、間違いだと思う。逆に、これらの権利がなければ、子どもの虐待やいじめ、自殺が起きるかもしれない。こ

れらは基本的人権なのだから、子どもが自分の権利を知っていて当然だと思う。 

③ 安全で安心して、健康に生きていくために必要なこと 

＊全体発表では、8項目挙がりました。

提案されたすべての権利は、合計 33 項

目にのぼります。（p.25～） 

④ 意見を表明したり参加するために必要なこと 

★ 命が守られる権利 

何よりも一番大切なのは、命。子ども

が戦争に行っている国もある。 

★ 安心して暮らせる権利 

子どもは、事件や事故に巻き込まれず、

安心して暮らせることが大切。 

★ 命を守るために学ぶ権利 

命が守られるだけではなく、自分で守

るための知識もほしい。 

★ 愛される権利 

社会に出て一人前になるまで、親は子

どもを愛してほしい。まわりが愛してく

れると、子どもも人を愛せるようになる。

★ 安心して生きていける権利 

安全で安心して生きていけると、落ち

着いた気分になることができる。 

★ 権利を正しく知る権利 

子どもの権利を正しく知ることで、自分

の権利が守られていて幸せだと思えるし、

他人の権利を侵していないかを知ること

もできる。 

★ 成長を見守られ、話を聞いても

らえる権利 

自分の思いを伝えることができる人や、

困ったときに助けてくれる人がほしい。 

★ いつも笑顔でいる権利 

悩みができたら、すぐに相談ができる人

がいることが大切。いつも、悩みを隠さな

いで、笑顔でいたい。 

★ 自分の意思を表現できる権利 

何かを経験するにも、自分の意思が必要。

自由にその意思を表現できる環境が大切。 

★ 意見が受け入れられる権利 

自分の意見を、ただ「ダメ」と言われても、

納得できない。その場合は、ダメな理由を子

どもに説明して欲しい。 

＊全体発表では、3項目挙がりました。

提案されたすべての権利は、合計 20 項

目にのぼります。（p.28～） 

★ 情報を取り入れる権利 

子どもでも知りたい情報はある。「子ども

は分からない」と言わないで、新聞やテレビ

から、好きなときに情報を取り入れたい。 
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 (2) 子どもの権利侵害からの救済 

私たちは、子どもがいやな思いをすることの具定例を挙げながら、子どもの権利侵害からの救済に 

ついて考えました。 

 

■子どもがいやな思いをする具体例 

 

不適切な情報 

子どもが知らずに危険なウェブサイトを見てしまうことなどがある。大人は、子どもが不適切

な情報に接することがなどがないように、配慮をしてほしい。 

 

やりたくないことを強要  

子ども自身のことを、子どもが充分に意見を言えないままに大人（親）が決めてしまうことが

ある。子どものことを考えてくれた結果かもしれないけれど、もっと話し合いたい。     

 

虐待 

親から虐待を受けている場合、家庭の中で相談できる相手を探すことは難しいので、誰か他の

人に相談することが必要。 

 

いじめ   

子ども同士の問題は、子ども同士（自分自身）で解決したいが、子どもだけでは解決できない

問題もある。 

 

えこひいきや体罰  

先生に注意できる人がいるとよい。 

 

プライバシー   

先生や大人の人は、秘密にするほどのことではないと思うことでも、子どもににとっては言っ

てほしくないことがある。 

 

 

■権利侵害からの救済のために大切な４つのこと 

その１）「相談」が大切 

どんな権利侵害であったとしても、困ったときに誰かに相談することは、権利侵害を救済するために

大切なことだと考えました。 

権利侵害の内容や状況などに応じて、友だち、親、先生、スクールカウンセラーや電話相談など、相

談相手は様々ですが、相談すること自体に不安を感じたり、相談をしたことが他の人に知られていじめ

がひどくなるのが心配、といった問題があります。 

これらの不安や心配などを解消して、困ったときは誰でも相談できるようにするために、相談を受け

る人や相談機関等には次ののことを守ってほしいと考えました。 
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＜ 相談相手や相談機関に守ってほしいこと ＞ 

①子どもが「相談すること」に対して不安を感じれば、不安を和らげること。 

②子どもが「相談したいと思っていること」は、ささいなことでも相談できること。 

③子どもが「相談しやすいと思える人」に相談できること。 

④子どもが「相談したいと思ったとき」に、いつでも相談できること。 

⑤子どもが「相談に行きやすい場所」で、相談できること。 

⑥子どもが「相談するとき」は、時間をかけてじっくりと相談できること。 

⑦子どもが「相談したこと」を、他の人には知らせないこと。 

  

 

その２）「まわりの支援」が大切 

権利を侵害されたとき、自分自身の力で解決したい、いじめなど子ども同士の問題は子ども同士で解

決したい、と思う気持ちがあります。ただ、自分や、子どもだけでは解決できない問題もあるので、ま

わりの大人が、子どもの状況を見守り、大人の力が必要になった時に手助けすることが大切だと考えま

した。 

また、権利侵害を受けている本人が、自分から周囲の人に助けを求めることができないような場合も

あるので、周りにいる子どもや大人は、困っていそうな子どもがいれば、声をかけたりすることが大切

なことだと考えました。 

 

その３）「予防」が大切 

権利侵害の問題を解決するためには、権利侵害が起こらない環境をつくっていくことが大切だと考え

ました。子どもたち自身がいじめはいけないことだという自覚を持つ、子ども同士がお互いに心を開き

通わせる、といったことがいじめを予防することにつながっていく大切なことだと考えました。 

 

その４）「友だち」が大切 

友だちは、いろいろなことを話す相手であり、一緒に問題を解決してくれる仲間です。普段から子ど

も同士が気軽に話をしていれば、困ったときには相談して、権利侵害を防ぐことにもつながります。ま

た、仲の良い友だちが一人いれば、つらいときでも学校に行けることがあります。 

友だちは、子どもにとって、いろいろな面で大切な存在です！ 

 

 

◎ 子ども委員会での議論をふまえて、各委員が権利侵害からの救済について考えた内容を、 

p.46（権利侵害からの救済について～資料編～）に掲載していますので、ご覧ください。 
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Ⅳ．おわりに 

(1) 子ども委員会の活動を振り返って 

 

札幌市子どもの権利条例子ども委員会「子どもの権利提案書」をご覧いただき、ありが

とうございました。この提案書で、少しでも私たち子ども委員会のことがわかっていただ

けたらうれしいです。 

さて、今までは、議論してきた内容について紹介しましたが、ここでは委員会の雰囲気

などについてお話したいと思います。 

この委員会を立ち上げるまでは、「人は集まるのか？」とか、「どんな形態にすればい

いんだろう？」など様々な問題があり、「本当にこの委員会はやっていくことができるの

だろうか？」と不安になりましたが、たくさんの方が応募してくれて、ひとまずホッとし

ました。 

しかし、ホッとしたのもつかの間。第 2 回の委員会では、勉強会で小学生グループを担

当したのですが、2 回目というのもあって少し緊張もほぐれたのか、「ルパン三世」やら

「石原裕次郎」やらと小学生にからかわれるはめに(泣)。 また別な意味で、やっていくこ

とができるのだろうかと不安になりました。しかし、会を重ねていくうちに、子どもの権

利について大人と意見交換できるまでに成長していき、この委員会のすばらしさを改めて

感じました。 

子ども委員会は、「子どもの権利」を話し合うことだけではなく、私たちが成長できる

場としても大変有意義だと思いました。改めて、このような機会や場を提供してくれた札

幌市の皆さんに感謝します。そして、これからも子どもたちが気軽に参加できる機会を作

っていただきたいと思います。 

子ども委員会は本日を持って解散しますが、この委員会の経験を様々な場面で生かして

いきたいと思います。これまで子ども委員会に協力してくださった皆さん、ありがとうご

ざいました！ 

 

 

 

子ども委員会副委員長 渡辺 智広 
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 (2) 子ども委員名簿 

 

子ども委員 32 名（小学生 13 名、中学生 14 名、高校生 5名） 

 

小学校 5年 小林
こ ば や し

 由佳
ゆ か

 委員 

小学校 5年 畑原
は た は ら

 理子
り こ

 委員 

小学校 6年 小山内
お さ な い

 達哉
た つ や

 委員 

小学校 6年 川口
かわぐち

 ありす 委員 

小学校 6年 木山
き や ま

  崇
たかし

 委員 

小学校 6年 後藤
ご と う

 優佳
ゆ か

 委員 

小学校 6年 佐野
さ の

 峻司
し ゅ ん じ

 委員 

小学校 6年 鈴木
す ず き

 健太
け ん た

 委員 

小学校 6年 田中
た な か

 健登
け ん と

 委員 

小学校 6年 丸山
ま る や ま

  楓
かえで

 委員 

小学校 6年 柳谷
や な ぎ や

 宙瑠
み ち る

 委員 

小学校 6年 山
や ま

﨑
ざ き

 菜
な

緒
お

 委員 

小学校 6年 渡邊
わたなべ

 佑
ゆ

理子
り こ

 委員 

中学校 1年 内野
う ち の

 恭
きょう

美
み

 委員 

中学校 1年 澤畑
さ わ は た

 和幸
か ず ゆ き

 委員 

中学校 1年 菅原
す が わ ら

 汐里
し お り

 委員 

 

 

中学校 2年 楠
くすのき

 絵莉子
え り こ

 委員 

中学校 2年 中山
な か や ま

 陽加
は る か

 委員 

中学校 2年 山下
や ま し た

 華奈
か な

 委員 

中学校 3年 岸下
きしした

 かりな 委員 

中学校 3年 瀬戸川
せ と が わ

 友
ゆう

紀
き

 委員 

中学校 3年 野 地
の ぢ

  舞
まい

 委員 

中学校 3年 原口
は ら ぐ ち

  絢
あや

 委員 

中学校 3年 藤居
ふ じ い

 優子
ゆ う こ

 委員 

中学校 3年 俣野
ま た の

 菜摘
な つ み

 委員 

中学校 3年 山
や ま

西
に し

  歩
あるく

 委員 

中学校 3年 依 田
よ り た

 聡
さとし

 委員 

高 校 1 年 飯 島
い い じ ま

 良 太
り ょ う た

 委員 

高 校 2 年 二木
に き

 緑
あ お

葉
ば

 委員 

高 校 3 年 齊藤
さ い と う

 綾乃
あ や の

 委員 

高 校 3 年 瀧 本
た き も と

 京 太 朗
き ょ う た ろ う

 委員 

高 校 3 年 渡辺
わ た な べ

 智広
と も ひ ろ

 委員 

※学年、人数は、平成 18 年 4 月現在です。 



Ⅴ．子ビも季員合からの捷粟（資料編）  

資料編自次  

（1）札幌の子ビもにとって大切な権利………………………… 21  

■子ビもにと「て大切な権利の全項目（p．21）  

■第3臥 第4回子ビも香呂合での議卓結果概専（p．3◎）  

（2）子ビもの権利体育からの救済……………………………… 46  

■子ビもの権利積雪からの救済について考えた項自（p．46）  

■第6臥 第7回子ビも委員会での議事結果概専（p．48）  

2◎   



（り札幌の子ビもにとって大切な権利  

資料編では、私たちが提案したすべての権利の‖5項目（p．21）と、第3匡l、第4回子ビも季   

貝合でのグループディスカッションの内容（p．3◎）を糸召介します。  

■子ビもにとって大切な権利の全項目  

＜テーマ①．一人ひとりが自分らしく生きるためl＝大切な権利は何だろう？＞24項自   

1．子どもが人間ヒして大切に下れる権利   

子ビもがひとりの人間として大切に手れることは、自分らし〈生亨るための基本になり、自分自負も大切に出来ると思  

うから。（中学生）   

2．自分を大切にすること   

将来にも関係するから。（中学生）   

3．子ビもが独立する権利   

独立ヒ聞くと一歩はみ出るという感じがします。しかしそうではな〈、独立とは一歩前に出る手だと思います。あまり  

良い例ではありませんが、町内会の班長をしていると、ある寄付を集めることがあります。ば〈は子ビもなので集めlこは  

行きませんが、まず班長が200円と暮〈と、その後の人は皆2《畑円と書手ます。そうすると、次の班長が500円と書手ま  

した。また面白いことLこ、皆5《畑円ヒ暮きました。これが人間の普通の考えだと思います。こうではな〈、僕は、私は、  

l．醐円だすよ、うちは6《畑円出すよと、自分の考えを出す。人L＝左右手れず、自分らし亨を出す。二れが本当の独立で  

はないかと思います。（高禄生）   

4．自分自負を考える時間を与えられる権利   

まず、自分らし手を知ることこそが自分らし〈生予てい〈ための一歩だと思います。人は一人ひとり違う自分らしさを  

持っているので、自分らし手を知るた裾＝は、自分自負で考えることが大切だと思います。（小学生）   

5．子ビもー人ひとりが自由に意見を表明で予る権利   

自分らしく生きるためl＝は、人の意見で物事を左右亨れずLこ自分の意見で物ヰ・生活などを行えればいい。（小学生）   

6．子ビもが自分のペースで生子られる権利   

人についてい〈よりも自分のペースで進んでい〈ことが大切。（小学生）   

7．子ビもがやることを認仇る権利   

大人は何でも「ダメ」の一言で片付什てしま「て、やることを認仇ては〈れない。だから、子ビもがしたいと思ったこ  

とに対して「いいよ」と言ってあげること。（小学生）   

8．親が子ビもを束ねない権利   

親は子ビものすることを何でも決め付什て、自由にやりたいこともで李ないから。（小学生）   

q．一人一人の個性を大手にする権利   

個性があるということは、自分らし〈生予ているという証拠。だから、個性を大手にする＝自分らし〈生きることがで  

亨る、ということだと思う。（中学生）  

21   



1臥 一子ビもが自分の意見をもち自分で考え行動できる権利   

大人に言われたことだ什ではな〈、自分の思ったように行動することは自分らしく生手ることにつながると思うから。  

（中学生）  

11．比べ合わない   

比べてほしくない、比べられたくない（子ビもの権利条約の2条ヒも関係）。（中学生）   

12．自分らし〈のぴのぴと育っこと   

大人に決め付什られていても、大手くなったら一人で決めないとい什なくなるから、今から、自分で決めることが大  

切。（′ト学生）   

13．子ビもが自分の意見を言う権利   

自分らし手にもつながるし、自分の気持ち盲伝えるには意見を言うことが大書だから。（′ト学生）   

14．時と場合L＝応じて、子ビもが自分らし〈活動する権利   

TP01こ応じて、意見盲発表したり、感情を表したり、個性盲出せる権利。（中学生）  

15．自由L＝個性を表現で手る権利   

自分が好手な時に自分の個性を邪魔手れずに表現で手る権利。（中学生）   

16．自分の意志を表現できる権利  

参加するのも、自分の意志が心学だから、自分の意志を表現で苧る権利。（中学生）   

17．子ビも（一人ひとり）の個性を大切にする権利   

子ビもー人ひとりの個性音大切にして、みんな違う権利。（′J、学生）   

18．子ビもが自分のペースで生きる権利   

みんな同じベースで生手ると個性がなくなってしまうと患うから。ただし、約束ヰは守らなければならない。（′ト学生）   

19．一人の人間ヒして認触られる権利   

子ビもも一人の人間であり、自分の意見・考えをも「ていると認められる権利。（′ト学生）   

2臥 子ビもが、白身のことを周りに認めてもらえる権利   

「自分らし手」は外L＝出ろものだから、自分が内から見ることは少ないと思う。だから自分ではない、外から自分を見  

る人、つまり周りの人に自分の「自分らし手」は見える訳だから、自分のこと盲周りに沈めてもらえる、理解してもらえ  

れば、自分らしく生子られると思う。（中学生）   

Zl．自分らし〈生きる権利   

精神的に自分にあった環境で生予てい什る権利。のぴのぴと、自分のベースで、個性や他人との違い（障がい等）盲認  

められ、一人の人ヒして尊王手れるニヒ。（中学生）   

22．子ビもが尊重手れる権利   

一人ひとりが自分らしく生苧ていくl＝は、「自信をもつ」ことが大切だと考えます。自信盲もてるようになるには、周  

りから認められるということではないでしょうか。（中学生）   

23．個性や他人との違いを認められ、一人の人間として尊重下れること   

型にはまらず、自分の個性盲ビんどん出し、その違いを認仇られ、一人の人間ヒして尊重手れるニヒ。（中学生）  

Z2   



24．子ビもが秘密を持つ権利   

たとえ大人（親一先生）にでも、ばらしたくな叶れば、吉わずに心の中にしまっても良い、という権利。（中学生）  

＜テーマ②．成長していくた削こ大切な権利は何だろう？＞38項目   

1．教育を自由に奨什られる権利   

「お金がないからあの学校はダメ」など、経済的な理由に影響手れず、公立でも私立でも自由に学頼を選ぶことがでチ  

る権利。（小学生）   

2．好きなことについて学ペる権利   

自分が興味を持ったこと盲負のまわりのものを存分に傭って調べることができる権利。（小学生）   

3．教育をしてもらう権利   

「教育」とは、環境や親からのしつ什、勉強など知鼓青学′ボニヒです。自分は、人間が成長していくた仇L＝は経験と知  

鼓、行動が大切だと患います。知披と経験は教育L＝より鼻につ〈のだと思いますが、何よりも行動をしないと無意味だと  

患います。（小学生）   

4，子ビもが自分一人では生きてい什ないことを知る権利   

子ビも（人間）は一人では生きてい什ない。だれかの支え、はげましがあって生予てい什るから、自分も自分中心で生  

きているわ什ではないということ。（小学生）  

奨什る   

子ビもは社会人になるためl＝知詭をえることが心事だし、最近は知識がないとなかなか職業にもつ什ないと患うから。  

（中学生）   

6．学校へ通う権利   

ただ教育を費什るだ什では和独しか増えないから、学頼での集団生活から学ペることも、将来生きる力になると患うか  

ら。（中学生）   

7．未来をつくれる権利   

遊び、学び、表現して、これからに役立てる経験者積んでい什る権利。また、それを理解してもらえる権利。（中学生）  

6．元   

白分が小手い時あまり外で遊ばなかったのを悔やんでいるので、強みたいに遊′ポニとが大手だなと思います。（高校生）   

q．子ビもが幸せに暮らせる権利   

子ビもが毎日を楽しく過ごし、幸せL＝暮らせる権利。（小学生）   

1臥 子どもが遊べる権利   

たく手ん遊ばないと体力がつかないから。でも、やる＝とをやってからのほうがいいと思います。（′い学生）   

11．疲れたときは休むことができる権利   

生きている中で（特に子ビも）、ずっと伽いたり考えたりしていたらストしスがたまって、生きる自偵がなくなる。（小  

学生） 

12．疲れたときは休むことができる権利   

疲れたときは、ゆっくり休み明日L＝備えること。（中学生）  
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13．子ビもが自分白兵の考えで友達喜作ることが由来る権利   

子ビもが成長していくうえで一掩に遊んだり泣いたり実ったりできる友達はかかせないものだから、自分の考えで友達  

を作るニヒも成長していくた裾＝必要なことだと思うから。（中学生）  

14．サプリメント！   

現代のちびっこも忙し〈て不頼則でマックが大好手だから、二れからは必専！（高校生）   

15．「衣食住」があるちやんとした環境に住む権利   

生きていくた仇L＝居僧服必眉な「衣食住」音符ることが保障手れる権利。（小学生）  

律妄整えるこヒ   

子ビもにとっては不自由と感じても、頼則正しい生活は成長の上で最も壬事。（中学生）   

17．専仝な食盲得られる権利   

体の健康吉雄持して生字るた仇L＝は、食卓が基礎だと思うから。（中学生）   

柑．リズム良い生活喜送る権利   

正しい生活リズムで友人ヒ共Lこ生きていく権利。（中学生）   

19．自分で自分のことを決められる権利   

自分のことは他人L＝決められず自分で決められる権利。（小学塵）   

2臥 責任を持つ権利   

頼ったり沫仇られるのではな〈、子ビもだって自分で物皐を決断したいときがある。そんなときは、自分で責任を持「  

て決めることができる権利。（中学生）  

21．学  を選ペる   

出合いと、学びの埼である学頼の選椚が正し什れば、色んなニヒが楽しくなって自分らしくいられると思う。（高校生）   

22．生活環境を選ペる権利   

自分の良い場所を伸ばしたり、好きなことをするた仇に、こんな権利があったらなと思いました。（高橋生）   

23．子ビものことを決掛るのは最終的には子ビもが決めることので手る権利   

自分らし〈生亨るた削＝は、自分のやりたいことをちゃんとやることが大切。でも、だからと言って、親が子ビもL＝何  

もしないというわ叶ではない。親は子ビもL＝情報を与えればいい。そして、子ビもがやりたいと思ったらやらせればいい。  

（中学生）   

24．子ビもは将来進む道を自分で決め、学′ポことがで予、それを邪魔手れない権利   

進む道が危険でない限り、大人はその道盲子ビもから奪うことができなく、子ビもはその権利を主張できる権利。（中  

学生）   

25．目標を持つことがで手る権利   

白樺盲持てればがんばることができる。たとえくじ叶ても、簡単Lこはあ子らめないと思う。というよりは、あ子ら仇ら  

れないと思う。そういう白樺を親は持たせてあげるた裾こも、いろいろなことを教えたりしてあげれば良い。そして、子  

ビもの白樺を達成できるように、全力で支えてあげるのも親の仕手の一つだと思う。（中学生）   

26．自由に意見を言って、自分のやりたいことを自分で決めることがで予ること   

自分の思ったことを言って自分の考えたようにやりたいことを決めることができる。（中学生）  

24   



27．遊んだり勉強したりする壌析を選．主てことができる権利   

自分で遊ぶ場所や勉強で苧る場所を選ぶことがで予ることは、とてもいいことだと思う。そのためL＝は、周りの考えが  

多様化すること、子ビもが選ぶことが、よいこととして詠められるような環境Lこなることが大＋だと思う。（高校生）   

28．やりたいことに挑戦していいし、その結果失敗してもやり直すことができること   

自分で「これに挑戦しよう！」と考え、失敗しても「次はこうしてみよう」とやり直せる。（小学生）   

Z9．自分で自由に琴をもつ権利   

自分で人に指示手れずL＝自由な夢をもち、それに向什て努力で予る権利。（小学生）   

3臥 子ビもが経験をする権利   

子ビもがやりたいと言っているものを、親は「ダメ」ヒ吉「てやらせて〈れないことがあるから、どんなことも経験す  

ることが大切なので、やりたいと思うことをやらせてあげること。（小学生）   

31．子ビもが自信妄括って行動できる権利   

何事も自信を持ってチャしンジできれば、のびのぴと成長していくことができる。（′卜学生）   

3Z．やり直す権利   

失敗が人の命に関わらない限り幹子れ、やり直し学ペる権利。（中学生）   

33．将来の夢をもって成長してい叶る権利  

琴をもって、何かにチャしンジで予る。もしも失敗したとしても、休み、また自信をもってチャしンジしなぁせる権利。  

また、それをサポートしてもらえる権利。（中学生）   

34．たく手んのことを経験できる権利   

経験しないと成長で予ないことがたく手んあるので、たく手んのことを経験してもいい、という権利。（中学生）   

35．子ビもを認働る権利   

今、子ビもは表現が足りないと言われているが、その理由の一つに「失敗したらどうしよう」という恐れがあると思う。  

やり直すことを詠めることにより、のぴのぴと自分の意志を発案し、伝えてい什ると思う。大人が、意見を発表しやすい  

環境づ〈りを。（中学生）   

36．自分らしくのびのびと育つこと   

絵が好手なので、絵を描くことが自分らし手。（中学生）   

37．豊かな自然で、みんなと遊んだり、のんぴりできること   

豊かな自然のあるまちで過ごせば、ストしスなどで病気になることもないと思った。（小学生）   

38．詭からも愛でれて、安全で専心して心地よい環境の中で暮らせること   

心地よい環境のた裾＝は、自然環境も大＋だと患う。排気ガスで空気が汚染手れてしlるような環境では、健康に生予て  

い〈こともで予なくなる。（′ト学生）  

＜テーマ③．専仝で専心して、健康に生きていくた削＝大切な権利は何だろう？＞33項自   

1．一人ひとりが大切に育てられ、命が守られる権利   

一人ひとりの個性ヒ生命が保障手れること。（′ト学生）  
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2．健康な状態を保った糾＝最善をつ〈して〈れる権利   

病気やかぜにならないように、イン7ルエンヤ予防接種など、かぜヌは病気を予防できることはしてくれること。（小  

学生）   

3．防犯対策など、安全な権利   

最近は犯罪が争いので。（′ト学生）  

4，命が守られる   

何よりも一番大切なのは命だから．世界を見ると、中Lこは子ビもが戦争に駆りだ亨れていることもあるので。（小学生）   

5．命が守られること   

一人では生予てしl什ない。赤ちやんは親がいないとタメ。子ビもにも親が必要。社会で生予ていて、それがはじめて分  

かる。（小学生）   

6．詭からも愛子れ、安全で安心して心地よい環境の中で暮らせること   

一人では生きてい什ない。赤ちやんは親がいないとダ〆。子ビもにも親が必要。社会で生きていて、それがはじめて分  

かる。（小学生）  

7．守られる権利   

不審者などL＝■おそわれたと手Lこ大人Lこ守られたり、子ビもでは対処できないときに則什られる権利。（小学生）  

8．子ビもの権利が尊重手れる権利   

子ビもの権利L＝は、守られる権利、安全な食を持てる権利などがあるので、権利が尊重されれば、更仝で専心して健康  

L＝生予てい什ると思います。什れどもその代わりL＝、同等の義務があると患います。（′卜学生）   

q．更仝な環境が整うこヒ   

クリーンな環境や不層者のでない校区、更全な食を持てることを総合した権利。（′ト学生）   

l臥 子ビもが与件・手練に合わず更心して暮らせる権利   

地域の人が協力して不審者などの／くトロールを行ってくれる。（小学生）   

11．更全で専心して生予てい什る権利   

安全で安心して生きてい什ると、蓬ち着いた気分L＝なれるから。（小学生）   

12．子ビもの安全が守られる権利   

命は大切なものだから、その命が危険な状況にあれば専心して健康L＝は生予てい什ないと患うから。（中学生）   

13．生きる権利   

危険なときは大人lこ命を守ってもらう権利。（中学生）   

14．専心できる権利   

専仝な場所で、心豊かに暮らす権利。（中学生）   

15．大人に守られる権利   

子ビもー人だ什ではどうやっても専全になれない場合もあるので、大人L＝しっかりと守られる権利。（中学生）  
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16．豪産にある程度の余裕盲括っことのできる権利   

家庭が生活で精一杯L＝なっていたら、ちゃんとした物をたくさん食べられるとは思えない。それL＝、親が働いたりして  

いて、いない所が争い。そんな家庭で、安全や安心など吉「ていられない。なので、子ビもが何人いるかや、子ビもは何  

をしているかなビLこよって、その家庭にお金をあげれば良いと思う。そうすれば、生活に必死になることなんてないと思  

う。（中学生）   

17．虐待を下れたり暴力を′5、るわれたりせず、命が守られること   

虐待下れずに、人に守られ、命が大切に手れること。（中学生）   

18．子ビもが生か下れる権利   

子ビもにかかわらず、大人にも言えることだと患います。ただ生苧ているのではなく、自分が社会に必層とされている、  

生か手れていると患じることが成長へとつながっていくことと思います。また、生予ていく上では、命が第一です。命ヒ  

は生存するもとになる力となるものです。なので、命があって、疲れることが出来る、働くことができる、遊′jてことがで  

きるなど、いろいろな皐電通して成長することができると患います。（高禄生）   

19．子ビもが保護下れる権利   

子ビもとは、18歳末満の皐というとおり、やはり子ビものうちは親の保護があることで、専全で健康L＝生きてい什る  

と思います。（高橋生）   

2臥 親が愛憎をも1て接してくれる権利   

親の愛情は子ビもの何よりの宝だから。（′ト学生）   

21．子ビもが愛でれる権利   

愛することは子ビもL＝や手し〈したり、子ビもがまちが「たこと香していたらや下しく敢えてくれることだと思います。  

まわりの人が子ビもを愛してあげると、子ビもも人吉要せるから。（小学生）   

22．子ビもが大人を頼る権利   

子ビもたちだ什で何かをしようとするのではなく、周りの大人が支えて、育てていくのだから、安心して生きていくた  

めL＝、「大人」が必要だということ。（小学生）   

23．人を信じる権利   

信じることを守る権利。（中学生）   

24，子ビもが大人に大切にしてもらう権利   

吉葉や肉体的な暴力から守られ、適切なしつ什を受什、健康の保陣手れる環境に置いてもらえる権利。（中学生）   

25．イジメから守られる権利   

イジメから守られるということは、「いつイジメを奨什るんだちう」とビワピクしながら成長しないで、仲の良い友達  

と楽しく過ごすことが保障手れること。（′ト学生）   

26．子ビもが守られる権利   

子ビもが「専心」して生手るためL＝は、心事不可欠なことです。また、いじめなどがな什れば、「安全」になります。  

これらのことは、「大人が子ビもを見守る」ことが王事です。子ビもも、それがわかれば専心できます。（中学生）   

27．障がいのある子ビもと、仲間ヒして遊ぶこと   

陣がいがある子ビもとみんなで逝ペば、差別がなくなると思ったから。（小学生）  
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28．子ビもL＝与えられてしlる権利盲正しく知るニヒ   

自分や、その他の子ビもが持っている権利を正確に知るニヒで、他人の権利を侍していないかどうか知ることもできる。  

（中学生）   

29．子ビもが成長を見守られ話を聞いてもらえる権利   

自分を見守り何かあったときL＝晰什てくれる存在、自分ひとりでは判断がつかなしlときや、自分が思ったこと盲伝えら  

れる存在が心学だと思うから。（中学生）   

3臥 子ビもが気軽に相談できる権利   

子ビもがいつも苦しいことにしばられつづ什るのではな〈、漉かに相談すれば気が楽になれるから。（小学生）   

31．子ビもが、周りの人に相談できる権利   

登校拒否の子ビもや、いじめられている子ビも、いじめてしまってしlる子ビもなど、どの子ビもでもなかなか表に言え  

ない悩みを持っていると思うから、何か相談しやすくなる環境が欲しいと思う（＝安心）。（中学生）   

32．悩みを淡かに相談できるコヒ   

学職の先生などlこもっと気軽に相談しやすくする。専心して相談できる環境づくり。（中学生）   

33．いっも笑顔でいることができる権利   

悩みがで予たらすぐ友だちや親に相談して、いつも悩みを隠さないで笑顔でいるニヒが大切だと思うから。悩みを解決  

してくれる人がいることが大切。（小学生）  

＜テーマ⑳．意見を表側したり、参加するためl＝必零なことは何だろう？＞2◎項自   

1．子ビもにと「て大切な環境   

子ビもが自分の思っていること盲表明したり参加しやすい環境をつくるニヒが大切だと思しlます。しかし、どこでも子  

ビもにと「て良しl環境があっては子ビもは成長しないと思います。二れではただの♯沢になりかねません。ほくは寮生活  

をしていますが、はっ子り言ってよい頚填ではありません。でも、二の苦労を辛拍し卒業するときL＝は、手っと大手な自  

分のパワーになっていることと信じ、毎日励んでいます。二れらの良い環境、悪い項壊すべてを合わせて子ビもLことって  

大切な環境だと思います。（高橋生）   

2．子ビもの意見盲聞く権利   

例えば、子ビも用の「目安箱」を置いて、その意見l＝大人が予ちんと回答するなど、子ビもの意見に確棄L＝大人が接す  

ることができる仕組みをつくることで保障される権利。（小学生）   

3．意見を持ち発表する権利   

個人の意見は尊重され、発表しても何も言われない権利。（中学生）   

学んで、考えて、伝える。未来盲つくるた削＝も心学な「発言」を沈める権利。（中学生）   

5．子ビもが自由に表現する権利   

まずは、自由に表現できる環境づ〈りが大切だと思います。（中学生）   

6．お互いの個性を尊重する権利   

自分を押し通すだ什でなく、相手の意見も聞く相享の関係をつ〈れる権利があれば素敵だなと思った。（高校生）  
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7．自分の意邑盲自由に書い、蓑現することができ、蓑明した意見は尊重手れること   

発表すると苧に、自信が必要。尊重手れなか「たら、自信がなくなる。（小学生）  

8．一人ひとりの意見が尊重手れる権利   

一人ひとりの意見が尊重手れな什れば、意見を表明しても参加していることにはならないし、かとしlって一人の意見が  

尊重手れても周りの人が参加で苧なくなると思う。（小学生）   

q．子ビもが自由に意見を言い、尊重手れる権利   

子ビもー人ひとりが自由Lこ意見をいい、その意見が尊重手れること。（′い学生）   

1臥表明した意見を／くゎに手れたりしない権利   

せっかく表明したのにあざ笑うようでは、表明した人に失礼だから。（′い学生）   

‖．子ビもが、自分の意見を聞いてもらえる権利   

自分の意見盲伝えようとしても、相手が耳を傾什てくれなくて、その意見が対象とされなかったら困るから。聞いても  

らえれば、もしその意見があまり良いものではなくても「こうだからダメ」と理由も言って〈れると思う。（中学生）   

12．表明した意見は尊重される権利   

自分の意見が軽く受け止められただ什で尊重手れな什れば、参加することもで苧なくなってしまうから。（中学生）   

13．子ビもの意見が尊重手れる権利   

意見が無視手れるということはひとりの人間として受什止仇られていないことだと思うから。（中学生）   

14．子ビもが意見を持てる権利   

子ビもであるというだ什で意見が否定手れることなく、大人に聞いてもらえる権利。（小学生）   

15．意見が受什入れられる権利   

自分がやりたいと思ったことを、ただダメと言われても納得がで予ないから。大人から説明を受什る権利が子ビもには  

あって、大人は子ビもL＝説明する義務があると思う。（高校生）   

16．メディア等から情報首筋きなように取り入れる権利   

子ビもでも、知りたいニュースなどがあるから。新聞やテしピなど、「子ビもは分からないから」と言わないでほしい。  

（小学生）   

17．子ビもがいる壌では、子ビもがちやんと言える′5、んい千古作る権利   

子どもは簡単Lこ、意見を害ったりすることが出来ない人が争い。そんな人にわ什のわからない吉葉を傭ったりしている  

中で、意見を言って〈れ、なんてとうてい無理。簡単なこと盲簡単に言うのは簡単。でも、粗しいことを簡単L＝言うのは  

靴しい。でも、そういう手首で苧る人がいないと、子ビもには、何か言えるはずがない。（中学生）   

18．友だちや親と意見をかわし、意見を分かり合うこと   

他の人の意見をいれることで、自分の意見も分かってくれるから。（′ト学生）   

19．様々な活動に積極的に参加する権利   

ボランティ7活動などに、子ビもが参加しやすいようPRなど盲行う。（中学生）   

2臥 自分ヒは違う子ビもと自由に接することのできる権利   

同じ学頼の友だち、化学年、障がい者、様々な人々と接して、互いの違いを見つ什ることがで苧る。（小学生）  
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■第3回、第4国子ビも季員合での議書結果概層  

Aグルー7  
＜テーマ①．一人ひとりが自分らしく生きるた糾＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと患うこと】自分らしくのぴのぴと育つこと   

（理由）ほかの人と同じ生子方ではなく、自分の個性を大切にしたいため。   

（理由）自分自身を貫苧通すことが大切だと思うため。   

◇意見変換の主な内容  

・自分のやりたいことは、人に決仇られるのではなく、自分の意思でやることが心事。  

・自分が葉しいと思うことは、自分の意思でやると、より楽しくなる。  

・卒業式のとミり＝、「語り合い」の練要で、「先生方に言われてやるのではな〈、自分たちがやりたし、と思った＝ヒ盲  

ビんどんやりな干しり と言われた。自分で思った＝とは、どんどんやるペ予だと感じた。   

・「自分らしく」もいい什ビ、「ほどほどに」するのも大切だと思う。  

・自分のことばかり考えて、人のこと盲考えなくなったら、「我がまま」L＝なってしまうと患う。  

・自分で★任が取れな〈なったり、人に迷惑古か什るようになったら、「我がまま」だと思う。  

・相手のこと盲考えると、自分も我慢盲しな什ればならない。我悼と辛抱も大切だと思う。  

・「自分らし〈生予る」っていうことは、人のこと盲考えながら、自分の＝とを貫〈、ということではないか。  

・親が言う＝とは、全部自分のためだと思う。言われておかしいな、と思うことはあっても、話盲合わせている。  

・自分から見ると、自分らしく生予ていると思う什ビ、他人から見たら違うかもしれない。   

■自分が我憬盲したいのであれば、我慢するのも自分らしいと言えるのではないか。  

【大切だと思うこと】自分のベースで生苧ることと   

（理由）人のペースに巻き込まれないで、自分でやりたいことは自分でやればよいと思うため。   

◇意見変換の主な内容  

・期限が決められているものを、自分のペースといってのんぴりやる＝とは、許子れない。  

・環境が色々変わるから、学横内では、なかなか自分のペースLこはならない。  

・体Lこ負担がかかると予に、自分のペースが乱手れていると患じる。  

・自分のペースでやることと、決まっているものをやらな什ればならないこととは、意味が違う。  

・・自分のペースというのは、自分で感じるものであって、人にあわせる＝とにはならない。  

【大切だと思うこと】個性や他人との連Llを詠仇られ、一人の人憫として暮王手れること   

（理由）自分らし〈生予るためには、単に自分がそうするだ什ではな〈、他人の協力も必要となる。  

また、そのた糾＝も、一人の人間として尊重手れることが大切だと思うため。   

◇意見変換の主な内容  

・尊重手れているというのは、自分が大手に手れているかどうか、理解手れているかどう力＼、ということだと思う。  

・親には理解手れていると思う什ビ、親L＝しか理解手れていないかもしれない。  

・あまり、自分の個性を理解手れたい、とは思わない。  

・自分が尊重手れているかどうかは、分からない。  
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【大切だと患うこと】自分が患ったこと、感じたことを★直に表現できること   

（理由）自分の意思をしっかり持ち、意見盲言うことで、自分らし手が出てくると思うた仇。   

◇意見変換の主な内容  

・「自分らし〈のぴのぴと育っこと」のと予に出ていた、「自分を育子通す」というのと同じだと思う。  

・言いたいこと首相手に伝える、ということが心事だと思う。  

・あまり言いたくないこともある。場合によっては言いたいことはある什ビ、7対3であまり言いた〈ない。  

【大切だと患う＝と】障がいのあるチビもが一人の人間として自分の力で稚極的に人と関わりあうこと   

（理由）障がいのある子ビも盲含めて、子ビもはみんな、頼るばかりではな〈、自分にできることは  

自分でするぺ苧だと思うため。   

◇意見庚換の主な内容  

・陣がいのある子が成長して、白土してほしい、という願いがある。  

・自分のクラスにいる陣がいのある子は、まわりの友だちが「二うやって言うんだよ。」と接してLlたら、自分から話  

がで予るようになった．  

・自分のクラスLこいる陣がいのある子は、で予るだ什鼻のまわりのことは自分でやりたい様子。  

＜テーマ②．成長してい〈た糾＝必零なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】将来の職業選択について学ぶことができること   

（理由）自分の将来の職業について学ぶ横合があると、自分の道が見えて〈るし、人の生手がいも理  

解できるようになると思うため。   

（理由）自分が将来なる仕手盲学′3てと、そのた附こやる気が出て〈ると思うため。   

◇意見庚換の主な内容  

・職業体験を中学校でやったが、自分で行く場所言送ペて、やりたい職業L＝ついて知ることができ、大変よかった。  

・学校では、インターネット盲通して、いろいろ仕事について調べている。  

・職業体験は「ため」になる什ビ、なりたい職業というよりは、知りたい職業という意味合いが強い。  

・職業体験盲したいところでも、忙しいからといって斬られることがある。  

【大切だと思うこと】疲れたときは休むことができること   

（理由）いっも気をはってばかりではな〈、休むと手は思い「チリ休むことが大切だと思うため。   

◇意見実線の主な内容  

・自分の学校では、メリハリ音大切l＝するというのが白樺で、休んでいいと手は、みんなしっかり休んでいる。  

・やると予はやる、というようLこ、同じ休むのでも、メリハリをつ什るのが大手。  

・休むのではなく、疲れたと予l＝頑張ることも、成長で予ると思うので、大事ではないか。  

・生徒会をやっているとなかなか休めな〈て、塾や習い事が重なるとちょっと辛いこともある。  

31   



【大切だと思うこと】やりたいこヒl＝挑戦していいし、その結果失敗してもやり直すことができること   

（理由）l回失敗しても、もうl度やればできるかもしれないから．   

（理由）自弁を貫〈、ということになると思うから。   

◇意見努換の主な内容  

・失敗して、もう一席それに挑戦できる場合は、とが訃られないでほしい。  

・失敗は成功のもとなので。  

・自分に与えられた義務を果たしたうえで、やり直すことが認められると患う。  

・努力をしたうえで、失敗してもやり直せるのではないか。  

・成功するた糾＝努力があるのだから、失敗するような努7＝ま意味がないと患う。   

■いっぱい努力しても、失敗することはある。その努力は改めてほしい。  

・コンクールや奨験などの場面では、そうもいかない。  

【大切だと思うこと】人と人とがばらばらに生きているのではなく、「互いl＝関わりあい、ともに  

生きていること」を学べること   

（理由）自分一人では生きてい什ないことを、全員が知っておいた方がいいと思うから。   

◇意見変換の主な内容  

・親があっての子ビもだから、当然、一人では生予てい什ないと思う。  

・親がいな什れば何もできない。子ビもは守られるぺ予だと患う。  

・自分らし〈生予るためL＝も、自分が成長するた仇l＝も、自分以外の人の協力は必宇だし、人との係わり合いは、欠か  

せないと患う。  

・人と合わせることも大手だ什ビ、人にあまり合わせすぎないで、自分がやりたいことをやって、自分らし〈生きてい  

〈ことも大1切だと思う。  

＜テーマ③．専仝で専心して、健康粟生予ていくた糾＝必零なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】専心して生さること   

（理由）自分たちが守られるという意味もあるし、学校の登下校時にパトロールなどを行ってくれる  

ことで、専心で予るということが大切だと思うから。   

◇意見努換の主な内容   

一不審者に襲われたことがある。友だちと一緒に逃げて無手だったが、とても怖かった。  
・近〈で銀行強盗が起きて、学校から集団で下校したこともあった。  

・不審者が出たあとの対応も大書だと患う。自分の学積では、そういう情報が少しでも入ると、学校から連絡があった  

り、次の巳L＝、そのことについて注意するようにというお便りが出されたりする。  

・二れからもっと、不審眉への対応についての対策を充実すると専心で予る。  
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【大切だと思うこと】漉からも愛子れて、専全で専心して心地よい環境のなかで暮らせること   

（理由）子ビもとして守られることが第一で、′し、地よい環境でな什れば体を壊すことにもなるから。   

◇意見変換の主な内容  

・一人一人により、心地よい環境という考え方は違うと思う。  

・（友だちなどから）無視下れなLlことが、心地よい環境L＝つながると思う。  

・心地よい環境のた糾＝は、自然環境も大■だと思う。排気ガスで空気が汚染下れているような環境では、健康L＝生予  

ていくこともで手なくな「てしまう。  

・自然は大切だと思う。木がい「ぱいのところで散歩すると、とてもリラックスで予る。  

・豊かな自然をつくるような（社会の）仕組みが大書だと思う。  

【大切だと患うこと】いじめ、体罰から守られること   

（理由）乗除にいじめられたときし＝、友だちや先生に財什てもら「て、安心した経験があるから。  

◇意見変換の主な内容   

■しlじめの定義が難しい。冗談だと思ってやっても、冗言削＝は費什取ってもらえないことがある。  

・やっている本人がいじめているつもりはないと思っても、その相手が嫌な気持ちになったのであれば、それはいじめ  

になると思う。  

・いじ折から守られるには、親友（話ので予る友だち）が心事だと思う。相談にものってくれるし、先生のところへ相  

談に行くと予も手伝ってくれるので。  

・体罰はダメだ什ビ、理由を言って、しかってくれることは、自分たちにとっては必要だと思う。  

・体罰については、親が（子ビもが手れたということで）過剰反応左していることもあるかもしれない。  

【大切だと思うこと】専仝な食を捨てること   

（理由）生予てい〈た削こは安全な食がとても大切だから。   

◇意見努換の主な内容  

・食べ物（野菜など）の中には、よ薬など音便って栽培しているというのも聞いたことがあるので、怖い。  

・有機栽培の食べ物がいいと患う。  

・給食のとき、7しルギーの子ビものためl＝、その子ビもたち用の給食盲出して欲しいな、と思う。小麦粉の7しルギ   

「だと、／くンも麺類も食べられないので。  

・その場合、学禎の（お金の面での）負担も大でいので、7しルギーの子の場合は、自分でお弁当盲持参でチるように  

なるといいと思う。  

【大切だと患うこと】規則正しいりズムで日常生活盲送ること  

（理由）大人の生活にあわせるのではな〈、子ビもにと「ての正しいリズムで生活を送ることが大切  

だと思うし、それが体の健康や成長につながるから。  
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＜テーマ⑳」意見を裏明したり、参加するた糾＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】自分で自分のことを決仇ることができること   

（理由）自分のことは自分が一番分かっているし、他人から言われて行動するよりも、自分が意  

見を言って行動するほうが、自分のた糾＝なると思うから。   

（理由）大人、特Lこ親の言いなりになっていては、自分のた糾＝ならないと思うから。   

◇意見努換の主な内容  

・親の言うことは、必ずしもいいことばかりではないと思う。親が、自分のためL＝いいと思ってやらせてしlることでも、  

子ビもにと「ては、暗闇が割かれて懐だと思うこともある。  

・子ビものうちは、自分ひとりで生きていくことはで手ないので、親の言うことがとても大切だと思う。成人を迎える  

までは、親の言うことは（自分にとって）大切な吉葉だと思「て聞いておいたほうがいいと思う。  

・親の言っていることは、子ビも青息ってのことだと思う。親があってこその子ビもだと思う。そういう意味では、親  

の言うことをチちんと聞かないとダ〆だと思う。  

・親L＝保護されることも大手だ什ビ、過剰保謙手れるのは様だ。自由も少し欲しい。  

【大切だと思うこと】自分の意見雇自由に青い、表現する．ことができ、表明した意見は暮王手れること   

（理由）尊重されな什れば表明しても意味がないし、参加しようとしても、尊重手れな什れば参加す  

ることもで予ないので。   

◇意見爽換の主な内容  

・せっかく意見を言っても、分かってもらえないと意味がない。  

・意見を言っても、むやき＝＝ダメと言われることがある。一席意見が尊圭子れてから、それこ対して喜「てほしい。  

・子ビもにとって、なぜ自分の言っていることがダメなのかを理解することが大書。  

・意見のなかで認められないことでも、ダメな理由を言ってもらえないとすっ手りしないし、次の意見を言うにも、ど  

こがダメだか分からないと、どうすればいいか分からなくなる。  

・子ビも同士だと分かりあえることはある什ビ、大人だと分かってもらえないこともある。  

・誰にも分かってもらえなしlと、参加することにもつながらない。  

・学校の中では、友だち伺士で年も同じなので、考え方も似ていて、分かってもらえることが争い什ビ、家の中では分  

か「てもらえないこともある。  

・大人は子ビもを怒ると予には、理由が分かるように怒「てほししl。ちやんと理由を苦ってくれれば、子ビもも怒られ  

ることlこ納得できると思う。  

【大切だと思うこと】自分の意見を持つこと   

（理由）自分らし手にもつながるし、自分の気持ちを伝えるた糾＝は、意見を持つことが天与だから。   

◇意見努換の主な内容  

・自分の意見を持つだ什ではなく、発表できることがとても大手。  

・聞いてもらえることが大手。自分の意見を聞いてもらえれば、相手にも伝わることがあると思う．  

34   



Bグループ  

＜テーマ①．一人ひとりが自分らしく生きるた糾＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】個性や他人との逢いを誌触られて一人の人間として書壬手れる．   

（理由）自分らし〈生予るためには、他人と違う自分の個性が尊重されることが大切だから。   

（理由）自分らし〈生苧るた糾＝は差別や仲間はずれがないことが心事だから。   

◇意見変換の主な内容  

・アイデンティティを大切にしないとい什ない。  

・学習発表会でや「た劇では、みんなのセリ7の長子を同じlこすることになっていて、個性がなかった。  

・個性を発揮するということは、劇で主役をやったりするという意味ではなく、台本を幸いたり裏方で支えたりするこ  

とも含め一人ひとりがそれぞれの役割で活躍で苧ることだと思う。  

・子ビもがやりたいことを、子ビもに任せてもらえれば個性を出せる。  

・やりたいことだからとい「て何でも子ビもに任せられる訳ではない。  

【大切だと思うこと】障がいのある子ビもが一人の人間として自分の力で積極的に人と関わりあっ  

ていくこと．   

（理由）障がいのある子ビもに対して、友だちという意誰を持った糾＝心事なことだから。   

◇意見変換の主な内容  

・陣がいのある子ビもを特別扱いして他の人と区別すると、自分たちとは違うと感じるようにな「てしまう．  

・陣がいがあ「ても同じ友だちという意披を持てるようにしたい。  

【大切だと思うこと】自分らしくのびのび育つこと．   

（理由）自分らしさを出さないと、本来の自分を失「てしまうことになるから。   

（理由）のぴのぴしている暗が自分らしいと思うから。   

（理由）いっも腎張していると力千ンコ千ンにな「てしまうから。   

◇意見変換の主な内容  

・本来元気な人も、のびのび出来な什れば元気がなくな「てしまう。  

・絵が好手なので、絵を描くことが自分らし手。  

・たまにはリラツクスが心事。  

・自分らしくないものが何か分からない。  

【大切だと思うこと】自分のベースで生苧ること．   

（理由）みんな同じペースで生手ると個性がな〈な「てしまうから。   

◇意見変換の主な内容  

・制服も個性を出手ないようL＝しているものだと思う。  
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【大切だと思うコヒ】か什がえのない存在として青まれること。   

（理由）人が死んでしまったら悲しいから。   

（理由）みんなLこ信用手れ要子れるということだから。   

◇意見努換の主な内容  

・みんなに骨子れるということは、自分も人を愛子な什ればならない。  

＜テーマ②．成長していくた裾＝必需なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】自分にある♯利を正しく学び、知ることがで手ること   

（理由）自分が特「ている権利吉和ると、その権利が債零されたと予に相言紺ヾできるし、自分に自信  

を持つことができるから。  

◇意見央換の主な内容  

・権利を正し〈学ぶと、他人の権利をもし債官した場合でも、気づ〈ことがで予ると思う。  

・自分にある権利を正し〈学ぶことで、大人になったと予l＝、子ビもたちが住みやすいような地域を「くることができ  

るのではないかと思う。  

・権利を正し〈学ぶことで、相手の権利も知ることがで予る。  

【大切だと患うこと】疲れたと手はやすむことがで手ること   

（理由）子ビものうちは疲れたら休んでゆっ〈り確て、規則正しい生活をするのが大切だと思うから。   

◇意見努換の主な内容  

・学確から遠〈、毎日3キロ〈らいの荷物を持っていかな什ればならず、辛いこともある。  

・子ビもは、大人に備えるた糾＝学校lこ行っているのだから、疲れたら休むことが大書だと思う。  

【大切だと思うこと】遊ぶこと   

（理由）成長するた糾＝は学′‡てことが大切で、遊′‡てことは友情を学′王てことなので。   

◇意見束換の主な内容  

・友情を学んで、成長してい〈のがいいと思う。  

・ひとりで遊んでいても面白〈ない。友だちいっぱいと遊んだほうが楽しい。  

・学校に行っている時間が、遊んでいる時間みたいに感じている。学頼にいると予が一番楽しいから。  

・放課後に年額で遊ぶことはない什ビ、公風などで遊ばうと思えば遊べる。  

・学頼が楽し〈ないと辛いと思う。  
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【大切だと思うこと】親や家庭の■惰に関わらす、子ビもが教育電喫什ること盲憤げられないこと   

（理由）学校に行くのは当たり前のことだから。   

◇意見宍換の主な内容  

・親や家庭の事情でまわりで変な目でみられる場合がある。いじめも、親のせいで起こる場合がある。  

・親に頼らないで、自分の力で生きてい子たい。頬りすぎないほうがいいと思う。  

・親のせいで差別やいじめが起こるのはよくない。  

・親や家庭のヰ惰は、子ビもが何か言っても、一気に変わるものではない。  

・自分でできることは、自分でやった方がいいとは思う。  

【大切だと思うこと】将来の♯美里折について学ぶことができること   

（理由）好手な職業L＝ついて学ぶことは、職業を選ぶた仇の備えになると思うから。   

◇意見爽換の主な内容  

・学校の先生は、勉強を教えてくれる什ビ、生き方を教えてくれる人でもあると思う。  

・今の職業選択には、自由はあるかもしれないけど、何についても試験がついてまわる。  

【大切だと思うこと】やりたいことに挑戦していいし、その梅果失敗してもやり直すことができること   

（理由）失敗を恐れていると挑戦することができな〈なってしまい、自己表現ができな〈なるから。   

◇意見努換の主な内容  

・子ビもは自己表現力が落ちていると言われているが、その原凱ま失敗を恐れているというのが一番大きいと思う。  

・失敗を怖がらないこと、失敗してもしょうがないと思えること、が大書。  

・一度失敗したと予l＝もう1回挑戦できないと、それ以上は自分が伸びないと思う。色々なことに挑戦することは、成  

長するた洲こはとても大書だと思う。  

・就職試験く干しどのアナウンサーなど）で1回しかチャンスがないものもある。どうしてもそこに入りたい場合は、  

やり直せない。  

・失敗した場合でも、それは次の何かに活かせると思う。  

・アナウンサーに失敗したら、ほかのたく亨んの仕手に視野を向什るのも、「やり直す」の範囲に入ると思う。別のこ  

ヒLこ挑戦するのも自分の世界が広がるので、やり直すことを認めるのはとてもいいと思う。  

【大切だと思うこと】自信電持つこと   

（理由）自信を持たな〈なったら、高い白樺が立てられず、将来の夢に向かって進仇ないから。   

◇意見努換の主な内容  

・子ビもが自信を持てるようL＝、大人の人lこ配慮してもらいたい。大人は、子ビもに自信をなくすような行為をするの  

は止めてほしい。  

・大人は、「おまえは頭が悪いからムリだ」とは言わないでほしい。自信が失われるような吉葉は言わないでほしい。  

・これこれはで予ない、というように決め付叶ないでほしい。  

・学校で、人前で怒られると、次の時間lこその怒られた人は発吉で予なくなる。それが積み重なると、やりたいことが  

言えなくなったり、将来の夢を言い出せなくなったりすると思う。  
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＜テーマ（診．専仝で専心して、健康l＝生きていくた糾＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】醜からも愛子れ、専仝で、専心して、心地よい環境の中で暮らせる＝と   

（理由）安心して生予て暮らせることで、自分自身にゆとりが持てて、白兵がつ〈と思うので。   

（理由）安心して色々なことに挑戦で予る環境があれば、全力で打ち込劇るので。   

◇意見昇換の主な内容  

・自分が愛されていれば、色々なことlこ打ち込仇るし、自分が⊥人の人間として生まれてきてよかったなと患う。  

・人Lこ悪口妄言わないことが大切だが、要されている人は、そんなことは言わないと思う。  

・予ちんと睡眠も、食事もとることが大切だと思う。  

・何でも話せる人がいると、悩みは解決して、健康に更仝に生きていけると思う。  

・信頼で予る人、相談できる人がいれば、イヤなことがあってもストしス発散できるし、何かに桃戦するヒチも、失敗  

しても習什止めてくれる人がいると、前へ前へと進むことができる。  

【大切だと患うこと】悪口吉富われないこと   

（理由）人の悪口を言うと、相手も傷つくし、自分が気づいたと手もとても辛い思いをするので。   

◇意見女換血主な内容  

・相手L＝とっても自分にとっても、人の嫌がることはしてはい叶ないと思う。  

・いじ仇はもちろんダメだ什ビ、些細なこと、悪口もい什ないと思う。こそこそ詰もとてもイヤだ。  

【大切だと思うこと】膚待から守られること  

（理由）子ビもは小手くて弱いので、命が守られることはとても大切だから。  

＜テーマ⑳．意見を表明したり、参加するた裾＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】自分の意見哀詩ち射nすること。   
（理由）自分に意見がないと、会議等に出ても参加で手ないと思うから。   

◇意見庚換の主な内容  

・意見がないと話すことができないので、参加したことにならない。  

・自分の意見がないとつまらない。  
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【大切だと思うこと】自分の意見を自由に書い、裏現することができ、喪明した怠見は暮王手れること。  

（理由）自由に意見を言えないとつらいし、表明した意見が尊重されればさらに良いから。  

（理由）意見を吉「ても無視されると意味がないので、尊重手れることも含めて大切だと思うから。   

◇意見奔換の主な内容  

・意見が尊重手れるとしlうことは、大事にでれているということ。  

・少数意見も尊重する心事があるし、無視するのはよくない。  

・こういうことが大手と思うのは、自由に意見が言えたり、意見が尊重される環境L＝ないということかもしれない。  

【大切だと思うこと】自分で自分のことを決めることがで李ること．   

（理由）自分で決めることLこよ「て、がんばることがで手るから。   

（理由）自分で自分の道を進んで行くことは良いことだから。   

◇意見実損の主な内容  

・他人に決められるのはあやつり人彬と同じ。  

・自分で決めずに人が決飾ると、適当にやってしまうことがあるのでよ〈ない。  

【大切だと患うこと】自分白如こ朋わることを決仇ると手は、勝手l＝決仇られたりせす、自分も意  

見を富うなど参加で苧ること  

（理由）自分のことを勝手に人に決められるということは、自分を一人の人間と認めてもらえていな  

いということだから。   

（理由）勝手に人に決められるとやる気がな〈なるから。   

◇意見実機の主な内容  

・人L＝決められると、相手の都合のいいようLこ決められる。  

・親に無理に塾L＝行かされている友だちがいて、グ千をいったり干ばったりしている。  

・やら手れていると感じると反抗的になるのだと思う。  

・自分にとってはいやなことでも、親は、自分が子ビもから大人Lこ成長した経験を踏まえて必零なことを考えてくれて  

いると患うので、いやというだ什では良くなしl。  

・小手いと手は親に任せる心事がある什ビ、自分のことを手ちんと考えられる中学生ぐらいの年齢になれば、親は子ど  

もの考えも考慮してほしい。  

・子ビもは、親の考えを聞くべ苧。親の考えを聞いても納得で手な什れば、自分の意見で進んでもいいけど、自分の考  

えでやったことの結果については親のせいLこはで予ない。  

・本当に様なことであれば、親に言えば分かって〈れるはず。  
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Cグループ  

＜テーマ（D．一人ひヒリが自分らしく生きるた糾＝必零なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】自分のベースで生亨ること  

（理由）生活習慣を他人にあわせることはよ〈ない。自分は自分らし〈生予ていくことが大切だと思  

うから。   

◇意見変換の主な内容  

・他人にあわせることはよ〈ない什れど、時と場合によっては、他人Lこあわせな什ればならないときもあると思う。  

・マイペースでいいときと、ダ〆なと手があるので、他人への迷惑L＝ならないようLこすることが大手。  

・／し－／しがある場合は、予ちんとその／し－／しにあわせるペき。マナー看守ることも大暑。  

・学校などで／し－／しが決まっているのは、社会に出たときのためではないか、と思う。  

・時間などが／し－／しで決まっている場合は、そのルー／しを守るペきだ什ビ、もし決まっていないのであれば、自分のべ  

－スで生手ることが大事だと思う。  

【大切だと思うこと】自分がやりたいことをやって、兼しく過ごすこと   

（理由）自分のやりたいことをやれば楽し〈生予てい什るし、楽し〈生予てい什ば自分らしさが出る  

と思うから。   

◇意見央換の主な内容  

・自分がやりたいこと盲何でもで手る誹ではない。あきらめるしかないと手もある。  

・い「でも自分のやりたいことをやるという訴ではな〈、時と場合によると思う。自分でやれる、と感じるときは、思  

いっきり自分のやりたいことをやるべ予。  

・勉強でも、「やりたい」と思えて勉強していると手は、勉強していてすご〈楽しい。  

・「何々をやれ」、と言われるより、「自分の好きなようにやっていい」と言われたほうが、頭はよくはたら〈と思う。  

【大切だと思うこと】自分が患ったことを★直に表現で手ることこと   

（理由）自分を表現することが自分らしさに「ながると思うので。  

◇意見女換の主な内容  

・自分を表璃するた削＝は、どんどんもの妄言ったほうがいいと思う。  

・自分の思ったこと妄言えることも大切だ什ビ、聞いてくれる人がいることも大切だと思う。  

・もしかして、自分盲ビんどん黄規すると、我がままだと感じられることがあるかもしれない。だ什ビ、そのと手は、  

子ビもが理解で苧るようlこ、「違う」ということ盲はっ子り去ってもらえると、自分を表現すると手の考え方も変わ  

ってくると思う。  

・しつこく自分のやりたいことを言わないと、なかなか聞いてもらえない。  

・相手に、自分のこと盲分かってもらえないときもあるかもしれない。でも、そのと予は分かってもらうまで説明する  

繁れが、子ビもの方にも必専だと思う。   

■社会音色々と見て、経験がで手ると、自分を表現しやすくなると思う。  
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【大切だと患う＝と】個性や他人との違いを奴触られ、一人の人佃として暮王手れること  

（理由）一人ひとりの個性や性格、外見が認劇られて、一人の人間として扱ってもらうことが大切だ  

から。  

（理由）障がいがある子ビものことも認めてあげることが必専だと思うから。   

◇意見努換の主な内容  

・子ビもというだ什で決め付什ないで、一人の人間として接して欲しい。  

・色々な子ビもがいる。例えば、いたずら盲よ〈する子でも、いいところはいっばいあると思うので、そこ盲ちや人と  

見て欲しい。  

・陣がいのある子がいて、いじめのようなことがあるから、それはやめるペき。  

・陣がいのある子が、自分から稚橿的に関わるということも大切だと思う什ビ、ほかのみんながちゃんとその子のこと  

盲理解したうえで、一緒に関われるようになることが大書だと思う。  

・時々、大人から、「あの子に近寄っちやダ〆」、と言われることがある。周りからの情報で、影響盲愛什てしまう。  

・陣がいのことについては、大人のほうから意識改革盲することが大切だと思う。  

【大切だと思うこと】他人の個性を見つ什ること   

（理由）自分らし〈生苧るた糾＝は、まわりの人のこと盲考えることも大切なので。   

◇意見突換の主な内容  

・権利を考えると手に大切なのは、自分も権利がある什ビ、相手にも権利があることだと思う。  

・自分の意見や個性盲押し通すだ什では、社会では通用しないと思うので、自分のことを考えるときl＝は、まず相手の  

意見や個性看みつ什て、考えることが大切だと思う。  

・自分のことを「分かってもらいたい」と思うこともある什ビ、相手のことを「分かってあげたい」と思うことも争い。  

相手のこと盲し「／）＼りと理解することも心学。  

＜テーマ②．成長していくた削＝必需なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】遊ぶこと   

（理由）遊ばないと、体がなま什てしまうから。   

◇意見奔換の主な内容  

・遊びのなかで、色々な人ヒ素流して人間性盲ぁつ什ることが大手だと思う。  

・家のなかやゲームセンターではな〈て、外で遊ぶことが大書。  

・遊びのなかで勉強することがとても争いと思うし、相手の気持ちや文化も学ぶことがで手る。  

・小学校の頃は、勉強は気にしないで、どんどん遊ぶべ予だと思う。いっぱい遊ぶ子は、勉強もで予るのでは。  

・思いっチリ遊ぶことも大書だ什ビ、疲れたときは休むことも成長するた洲＝は必要だと患う。  
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【大切だと思うこと】将来の書兼選択について学ぶことができること   

（理由）将来のことは子ビものうちから考えてお〈ことが大切だから．   

◇意見変換の主な内容  

・将来、どのような仕ヰがあるかを学′3：ことはとても大切。学ばないと分からないことが争い。  

・もっと、将来の職業について学ペるチャンスがあるとうれしい。  

・逓．！：ことも大書だ什ビ、将来のた削＝知鼓盲つ什ることも大書だと思う。  

・酌まで分からなかったことでも、色んな本を借りて知鼓をつ什たと予l＝、「成長した」と感じた。  

・色々なことを知りたい、と思うような好奇心があると、とてもいいと思う。  

【大切だと思うこと】やりたいことに挑戦していいし、その結果失敗してもやり直すことができること   

（理由）失敗をしたと苧に、次は頑張ろうという気持ちを持つことが大切だから。   

◇意見央換の主な内容  

・一席失敗したあと、「この前失敗したからダメ」ということを言われると、子ビもの心が閉ざ手れてしまう。  

・挑戦してもいい什ビ、一発勝負のものもある。受験は無理。  

・他の班での議論のなかで、「失敗したことによって、別の道を発見すること、それもやり直しではないか」というの   

があった什ビ、とてもいい考えだと思う。マイナスに考えるのではなくて、失鱒したからみえる世界もあると思うの  

で、どんどん色々なことを経験するべ苧だと思う。  

【大切だと思うこと】教育吉城げられないこと   

（理由）成長してい〈た糾こは、教育が十分ではないと大安なことになるから。   

◇意見努換の主な内容  

・学校は、勉強だ什するところではなく、遊びもで苧るし、友だちもいる。学校に行きた〈ても行什ない、という状態  

になるのは、植対に避什るペ苧。  

【大切だと思うこと】将来の夢に向かって生さていくこと   

（理由）何も夢がないと、人間的に成長しないと思うから。   

◇意見奔換の主な内容  

・将来の夢に向かって生きてい〈には、色々なこと盲知らな什ればならないと思う。  

・ただ「何々をやりたい」、つて思うだ什じやなく、現実も見る心事がある。  

・夢のためl＝努力することが大■。  

【大切だと思うこと】十分な米韓のある食べ物があること   

（理由）子ビもは体が大手くなる時期なので、ちやんとした栄養看取るペ苧だと思うから。   

◇意見突換の主な内容  

・成長してい〈ためには、心や感情、休も棟雑になる時期なので、栄養はとても大書。  

・虐待など、何ケ月もまともにごはんをあげない、というのはやめてほしい．  
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＜テーマ③．専仝で専心して、健康l＝生きていくた削＝心事なことは何だろう？＞   

【大切だと患うこと】醜からも愛手れ、専仝で、専心して、心地よい環境の中で暮らせること   

（理由）詭机こ愛でれると安心だし、環境も大手にしたいから。   

（理由）友だちや親など身近にいる人には特に愛でれたほうがいいと思うから。   

（理由）子ビもが狙われない、安全な環境の中で暮らすと伸び伸びといい大人になると思うから。   

◇意見努換の主な内容  

・論かL＝要子れていないと、生予ていく自信がな〈なる。  

・親は、甘えられて友だち感覚で話せて、それでいてしかって〈れる土鳩にいるのが理想。甘えたいときがある。  

・夕方、不審者がいて襲われそうになったことがある。  

・権利条例がで予ても、不審者はいなくならないと思う。  

・地域の人が協．力して、も「とパトロールをしてほしい。16時〈らいの一番危ないと苧に、いてくれない。  

・地域／くトロー／し隊がほしい。  

【大切だと患うこと】いじめ、体罰から守られること  

【大切だと思うこと】暴力吉振るわれないこと  

【大切だと思うこと】腋持から守られること   

（理由）いじ糾ま怖いし、体罰でnP力、れるのはとてもイヤだから。   

（理由）暴力を振るわれると、心も休も傷つくので。   

（理由）札幌は木グしワトが多い什ビ、自分の立場でそういうことになったらとても辛いので。   

◇意見女換の主な内容  

・先生や親が、子ビもがしてはい什ないこと、悪いこと盲、もっとしっかり教えるペ苧だと思う。  

・学校にスクー／しゎウンセラーが来て〈れて、興味津々だ什ビ、みんな行〈lこは圭「ていない。予約制だから利用しづ  

らいし、も「と鼻近になるといいと思う。  

・自分の学校は、校長先生のところlこ予約しないと、スクー／しゎウンセラーには合えない。校長先生のところに行〈の  

は、勇気がいる。  

・虐待を手れたことはない什ビ、ちょっとしたことですぐに怒られる。  

・悪いことをしたら、ちやんと理由をいってしかってほしい。殴られたから聞こう、という話L＝はならない。  

・もし、殴られたら学校には行予た〈な〈なる。  

【大切だと思うこと】規則正しい生活リズムで日常生活を送ること   

（理由）生活リズムは基本の基本だから。   

◇意見爽換の主な内容  

・大人が遅〈まで起予ているからといって、子ビももそれにあわせて深夜まで起予ていて、次の日にだるい、というの  

はよ〈ない。  

・子ビもは頼る暗闇が体で決まっているはずだから、大人がそれを分かってあげて、もうヰな手い、と言ってもらうこ  

とが大切。  

・親からは、もう寝な手い、と言われる什ビ、自分の部屋でこ「そり干しピをみてしまっている。友だちもみているの  

に、自分がみていないと遅れているような気がしてイヤだ。  
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【大切だと思うこと】頼りになる人がいること   

（理由）自分は守られているんだと自覚で苧ると、子ビもは安心で苧るので。   

◇意見爽換の主な内容  

・子ビもが、自分が守られているとはっチリ分かる〈らい、確りになる人がいることが大切。  

【大切だと患うこと】住居を理不尽な理由で奪われないこと  

（理由）自分たちL＝関係のないところで住居を奪われるのはイヤだ。子ビもがいたら、住居は守って  

ほしいため。  

【大切だと思うこと】命が守られること  

（理由）命が守られると、安心して生予てい什るので。  

＜テーマ⑳．意見を表明したり、参加するた糾＝必零なことは何だろう？＞   

【大切だと思うこと】参加するとそり＝、大人が理解してくれること  

【大切だと患うこと】意見雇いうとく＝＝、大人や他人から束縛亨れないこと  

（理由）大人が、子ビもが何かに参加したいと手に、その理由を聞かないでダ〆だと言うのはよくな  

いた仇。  

（理由）子ビもが言いたいことがあると苧は、大人や他人が苧ちんと聞くことが大切。   

◇意見熱線の主な内容  

・学校の演奏会で、やりたい楽箆盲やらせてくれなかったことがある。練習してでチるようになったのに。  

・大人が子ビもにしてくれる「理解」のなかには、「言ったことを分かってもらえる」、というのもある什れど、送り  

迎えなど「手を貸して〈れる」という側面もあると思う。例えば、塾に行李たいなら行ってもいいよ、だ什ではなく、  

塾まで送ってくれる、というような理解もある。  

【大切だと思うこと】自分の意見虐蘭いてもらえて、それが奨什入れられると手もそうではないと  

きも説明してもらえること  

【大切だと患うこと】自分の意見を表嘲することがで手、未申した意見は暮王手れること  

（理由）子ビもの意見は、正しいと苧もそうではないときも、手ちんと説明してもらえることが天与  

だと思うから。  

（理由）自分の意見を自分の中だ什に止めておいたらストしスになってしまうから。  

（理由）発言した意見が尊重手れなかったら、註も意見を言わなくなってしまうので。   

◇意見実験の主な内容  

・意見を言うことは大切だ什ビ、全部聞いてもらえたらつまらない。  

・大人が、まだ子ビもだから違うよ、と手ちんと説明してくれたほうがよい。  

・意見盲発表しても、それが受什入れられなくなったら、自信がもてなくなる。  

・自分の考え音字ちんと発表したほうが、受什入れられる場合も受什入れられない場合も、公平な気持ちになれる。  
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・いっでも意見を言えるが、尊重は手れていない。「意見を吉う」というよりは、「尊重してもらえる」という方が大   

切だと思う。  

・自分の親は、ほとんど自分がやりたいことを分かって〈れて、認劇て〈れる環境にあるが、そういう子ばかりではな   

いので、みんな認劇てもらえるようになればいいと思う。  

・自分がで苧ると思っていることでも、親は思って〈れない。なぜ、意見を喫什入れて〈れないのか敢えてほしい。  

・「我がまま」なことを言うのはダメだ什ビ、どこまでが「我がまま」になるのか、示してほしい。  

・「自分の意見を受什入れてほしい」という思いと、「これを言ったら我がままかな」というラインが絶しい。  

・甘えて許されることもある。我がままと甘えの違いが分からない。  

【大切だと患うこと】自分のやりたいことは自分でやれること  

【大切だと思うこと】自分で自分のことを決仇ることができること  

（理由）自分の意見を自由に言い、自分のやりたい＝とをやることは、参加するた糾＝心事だから。  

（理由）自分で自分のよさを引手出して、大人にどんどん意見を言って受什入れられることが心事だ  

から。  

◇意見実損の主な内容  

・自分のお小達しりま、自分で★任を持つから、自由l＝備わせてほしい。  

・何かに春雨したいと手l＝、時間がたてば、その参加盲許して〈れることもある。  

・あまり興味がないことでも、やりな手い、やりな手い、としつこく言われることがある。勝手に親に申し込まれたと  

予もある。  

・自分のやりたい＝とを、好き勝手にやるのはダメだと思う什ビ、このくらいならやらせて〈れてもいいのでは、と思  

えると苧がある。  

【大切だと患うこと】個性や個人との違いを謎仇られ、ひとりの人佃として暮王手れること   

（理由）他の人と違う意見だから参加で手ない、ということにな「たら悲しいので。   

◇意見変換の主な内容  

・もし一人の意見であっても、「あなたは一人だから諦めな手い」と言われるのではな〈、ちやんと主卯月してほしい。  

・卒敢決のようなもので、決められるのはイヤだ。み人なと同じでなくても認めてほしい。  

・恥ずかしいからみんなと同じがいい、という人がいる。そのと手は、先生が「呂をつぶって多数決をする」と、吉う  

上手がある。  
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（2）子ビもの権利櫻脅からの救済   

資料編では、権利偵書からの救済について考えたこと（p．46）と、第6匡l、第7回子ビも委員  

会でのグループデイスカッションの内容（p．48）を紹介します。  

■子ビもの権利侵害からの救済について考えた項目  

＜相談相手や相舘機関に求められる条件とは何だろう？＞  

・理想の相話相手とは、とにかく話を聞いてもらえる人ならば誰でもいいと思う。（小学生）  

・いつでも平常心でいられる、いつでも平等に物ヰを判断で手るような人がいればいいのではないだろう  

か。（高禄生）  

・「相談すること」に恐怖心を特「たなら、その気持ちをな〈してから相談したい。「相談をしやすい相  

手」に相談をしたい。（小学生）  

・千手いなヰでも、相談しやすい相手であること。小手なことでも頁蟄に奨什止め助言をくれること。（中  

学生）  

・子ビもが相談しようと息「たと手に、い手おいで言えるような′j、んいきがあるとよい。（中学生）  

・友人関係の問題を相談する相手ヒしては、あまり騒ぎたてないで真剣に話を聞いて〈れる学棟の先生が  

いてくれれば良い。学校の先生なら普段の友人関係を少しでもわか「ているはずだから、内容的lこも分   

か「てもらえやすいし、島内じやないから話しやすい？（中学生）  

・学校の「教育相誠週間」というのはとても助かる。「先生に相談するまでもないかな」と話手ずにいた  

ことも、身構えずに相談がで手る。（中学生）  

・「相談じやなくても、お話をしたいと手に利用していい。」という′5、うになれば、子どもはちょ「とし  

たことでも利用できると思う。少しいじめを智什た場合、子ビもが「こんな小手なことで相談していい  

のだろうか」と不専になるかもしれないので。（中学生）  

＜権利傭智を解決するた糾＝、まわりの大人に支援してほしいことは何だろう？＞  

・子ビもが卿什を求めたら、一箱に考えてあげることが大切だと思う。（中学生）  

・見守1てあげること。指図するのも良〈ないし、無関心なのも良〈ないと思う。（中学生）  

・大人はあまり深入りはせず、後ろから見守「ていてほしい、ということを感じたことがある。（′ト学生）  

・むやみに□をは手まれるのは由るし、でもほ「たらかしに手れるのは不安だから、その問題が起こるま   

での過程をし「／）、りと知っておいてほしいし、でも、普段ビおりに振るま「てほしい。卿主音求めたと  

手は手ちんと対応してほしい。（中学生）  

・話をよく聞いてほしい。アド／くイスをくれるだ什ではなく、たとえ自分の考えが聞達「ていたとしても、   

自分の気持ち吉辰後まで手ちんと聞いてほしい。（中学生）  

・でチる限り見守り、命に関わることがおきたとチ、はじ仇て卿什てほしい。こちらから晰什をもとめた  

と苧は、小手いアドバイスをしてほしい。（中学生）  

・手ビも同士で解決しようとしている時には、まずどのような状態なのかをわかってほしい。手晰叶が心   

事な場合は、心事に応じて支探してほしい。（高校生）  
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・例えば、解決で予なくて〈じ什そうになった時にはげましてあげたり、解決に乗り出す際に大人の力が  

必要な時、大人の発言が心事な時は、子ビもをサポートしてあげることなど。（小学生）  

・アド／くイスはしてほしいが、－から百まで手伝うのはやめてほしい。それから、問題が大子〈ならない  

ようにしてほしい。また、自分たちで解決でチる可能性がある場合は、完全に問題を解決してしまうこ   

とまではしないでほしい．（中学生）  

・話し合うと手に、1人対数人にならないようにする。解決しようとしているのに、逆に前よりひどくな   

らないように、大人は注意深く子ビもを見守ってほしい。（中学生）  

＜いじめなどの権利櫻曹が起こらない環境づくりに心事なことは何だろう？＞  

・子ビも同士の問題の場合は、まず、子ビも同士で権利保育が起こらないように心が什る。（中学生）  

・みんなが仲良くするように心が叶る。（中学生）  

・「思いやりの心」があれば、いじ糾ま減っていくと思う。（中学生）   

■いじめで言うと、いじめる側はなんらかの悩みや弱みなどの心の闇が点るた裾＝、他人をいじめてしま  

うのだと思う。だから、互いに心を開亨、通わせることので苧る環境が理想的。例えば、で予るだ叶少  

人数で集団生活を送れば、それぞれの′い＝触れやすいし、時がたっとともに心を開什るようになれると   

思うし、いじめが存在しない環境になるのでは、と思う。ただ、普段の学頼生活では1クラス約4◎人前   

後の集団だから心を開什る環境は難しい気がする。（中学生）  

・だれとでも気軽に話がで苧るようにすること。そうすれば、囲ったと手相詰もで苧るし、権利保育その   

もの盲抑止することもある。（中学生）  

・話し合いの塙が常にあること。（中学生）  

・一人の人間とい「ても、まだ子ビもは子ビもなので、権利保育が起予ないように、つねに大人が子ビも   

を見れるというか、員の行李届く環境であ「てほしい。（高橋生）  

・月に1回程度、いじめ相誠センターなどの人たちが、学頼へ来ていじめの相談などの、自分の悩みを聞   

いてもらう。そして、その解決方法はないのか、そこから立ち直れるのか、などを吉「てもらう。（小   

学生）  

・幼いころから、いじめはい叶ないことだとしっかりと教え込む。同様に、いじめを費什た人がどんな気   

持ちになるのか教える。（中学生）  
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■第6回、第7回子ビも手早会での議書結果概層  

Aグループ   

【権利櫻智だと患うこと】  

（Dやりたくないこと盲やら亨れること  

・塾など、子ビもが行きたくないことを、無理やり行かされる場合がある。   

②見たくないもの吉見せられる（蘭麿たくないこと盲聞か亨れる）こと  

・インターネットで普通に危ないサイトに行くことがで予るのはどうかと患う。  

・家の事情など、子ビもにとっては聞きたくないことを聞かれることもある。   

③すべての人に等しい教育が亨れていないこと  

・不法入国滞在者の子ビもは、教育が努什られる環境Lこなっていない。   

④よれいじ仇  

・悪口を言われるなどのいじめがある。暴れを奨什たこともある。  

■体型のことで悪口を言われる場合がある。  

【解決方法．や相舘相手についての意見庚換】   

※ Aグループでは、上蓋己の各項自L＝ついて、「大人からの権利偵官」「子ビもからの権利信吾」「両方からの権利  

偵官」L＝介什たうえで、各項日ごとL＝解決方法などL＝ついての意見素襖を行いました。  

（Dやりたくないこと電やら亨れることについて   

・やりたくないことをやらされことL＝ついては、子ビものほうから意思1‖まっきり言うしかないのではないか。大  

人とじ「くり話をする時間があるのが大事だと思う。   

・親も、子ビもの適性をみて、言ってくれている場合があるのでは。   

・その場合でも、「00だからいい。悪い。」と、ちやんと理由を害ってもらいたい。  

・子ビもの方も、頑張ってやってみることも大切なのではないか。   

・権利信吾というのは、自分が頑張「てやってみてもできないことを言うのではないか。やりたくないから権利條  

官だ、と言うのではなく、自分で頑張って、それで否定されたら権利偉官だ、というペ手。ただ、「権利がある。」  

と吉「ても、それは権利L＝はならないのではないか。  

②見たくないもの吉見せられることについて   

・どうやって、それを防げるかが王事。   

・大人の意鼓が奪わることが大切だと思う。子ビもがいると＝ろでは気をつかってほしい。   

・乗降に見てしま「てショツワを青汁たときに、どういう′i、うL＝、その状態から回律で手るかが問題。   

③すべての人が等しい教育盲愛什ることについて   

・例は、不法滞在児童の子ビもであるが、どのような人であっても、最低聞の教育（足し算、引手算など）は保障  

されるべき。   

・札幌のような大きい都市でつくる条例なのだから、このような基本的な問題が解決できるようL＝なってほしい。   

・条例のちからで解決ができるかどうか分からないが、大人を含めて、そういう社会や仕組みを考えていくことが  

大切。  
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⑳いじめ、1プ＝＝ついて   

・いじめや暴7＝ま、子ビも同士ではなかなか簡単には解決できないのではないか。   

・いじめがあることを先生が知ったと手、「千クツたな。」ヒ探られたことがあり、つらかった。   

・相談窓口の電話一驚は持っている什ど、まわりで傭ったという人を聞いたことはない。   

・相談機関には、あまり話をしたくはないかもしれない。  

【権利櫻智盲愛什てしまって心が傷ついたと苧Lこ取れる方法は何か】  

【その方法看取ろうとしたと守り＝′3てつかる問題点は何か】  

・開き直り、前向チになること。ただ、自分の気持ちを変えるニヒは大変だし、自分で変わろうと思え  

るかどうかも難しい、という問題がある。  

・親がそばにいて、落ち着什る環境盲つ〈るニヒ。ただ、親がそばにいない子や、親が怖〈て権利債害   

のことを話せない場合、親が権利偉専をしている場合は、難しい。  

・親が、子ビもを無理に塾王行かせているような場合、親ヒ話し合うニヒが大切。ただ、話し合いの苧  

っか什を子ビもから作らな什ればならないが、＝れは難しい。  

・親や友だち（親友）L＝相談する。ただ、友だちの場合、話が広まってしまうことがある。  

・自分白身で考える。ただ、弱い人の場合、それをきっか什にひきこもりになる可能性がある。  

・先生、友だち、相談窓口、親に相談する。ただ、先生に相去零した鳩舎、周りの生徒に逆恨み手れる可   

能性がある。友だちは、自分の＝とを話したことL＝よって離れていってしまわないかという心配があ  

る。相談窓口は、曜日の制限があるし、身近ではない。親は、話せればいい什ビ話しづらい。  

【♯利櫻智電解決する方法について】  

①開き五って自分の解決方法を見つ什る   

・開李直って自分自負を変えていく。   

・いじめの問題は、いじめられている人が変わるだ什でなく、いじめている人も変わらな什れば解決しない。   

②相辞する   

・相談相手ヒして考えられるのは、親・兄弟・家族、先生■頼長先生、友だち・先輩、相識窓口の人、専門家、市  

役所・区役所、カウンセラーなど   

・相談しても、本当に親鳥になってくれるかどうか分からない。結局、自分自負で解決するしかない。   

・話を聞いてもらえるだ什で良い場合もある。   

・問題の種類によって相談する相手も異なる。   

・学禎のことは先生に相談し、危険なインターネットサイトにつながってしまうことは親に相識する。   

・問題をため込むと悩みが深くなってしまうので、観でも友だちでも隷でもいいので相談する。   

・同じようないじめを受什ている人L＝相談する。  

・チャットで相識する．   

・チャットの中Lこは、危険なチャットもある。   

・人生経験を積んでいる大人に相談する。   

・大人に相談してもうまくいかないことがある。子ビも同士で話をしても、「あいつが悪い」という話で終わって  

しまうと何もうまれない。  
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⑳ぁんなで給し合う   

・話し合うことでお互いに打ち解什て、問題が解決するニヒもある。   

・当事者と先生で三着面談をする方法もある。   

④権利櫻曹をする相手と転をする   

・権利偉宮をする理由を問い話訃る。   

・いじめの理由をはっきり聞いたら、かえ「て傷つ〈場合もある。   

・権利侵害の相手に直接話をすることができない場合は、相孟封＝のってくれる大人を探したり、友だちと相談して  

団結する。  

⑤いじめが起きないようにする   

・いじめがないのが一番  

【相主宰することについて】  

①親l＝相註することについて   

・まずは親L＝相談する。   

・親に相談したとき、「相手に直接言えば良い」と言われたので「言いづらい」と答えたら、「それなら仕方ない」  

と言われてしまった。   

・親に相談した結果、親が一方的に相手に謝ったり、逆に相手の★任ばかりを追及したりして、話が複雑になるこ  

ともある。   

・親は近すぎる什ビ、親戚だと近すぎないし、遺すぎな〈ていいかもしれない。  

②先生に相拝することl＝ついて   

・学頼での問題は、先生への相談は解決に紹び「〈可能性が高いと思う。   

・忙しい先生もいる。  

③友だちに相菖賛することについて   

・友だちへの相談は解決L＝結びつ〈可能性が低い。   

・友だちL＝ただ話を聞いてもらうだ什でも充分。   

・誰に相識するべきなのか、ということを友だちに相談する。   

・頭のいい、大人っばい友だちLこ相談する。   

・友だちは、普段から話をしている相手だし、先生が知らなしl部分も知っているので、友だちL＝相談して解決方法  

を教えてもらえれば理想的。   

⑳相談悪口で相誹することl＝ついて   

・学頼で相談窓口を紹介したカードが配られたが、電話をか什るのには勇気がいる。勇気を出して電話をか打た  

ら話し中だった。   

・電話相談を習けるのが、どのような人なのか、専門家なのかどうかなどが分からないし、自分のことも相手には  

分かってもらえない。   

・電話相談窓口は、曜日が限られているし電話料金がかかる。  

【理想の相棒相手について】   

理想の相互宰相手は相談相手（相試する相手がいることが天与）  
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8グループ   

【権利傭曹だと思うこと】   

①いじ仇  

・いじめの具体例として  

虫盲〈っ■「什る、ランドセ／しL＝ゴミを入れる、くつをか〈す、悪口をしlう（キモイ）、無視する など   

②不審者  

・不審者によって、子ビもの行動が妨げられる。  

・学校がえりに、ランドセル盲引っ張られた。友だちが引っ張り返してくれて逃げることができた。   

③不登校  

・転校生で学校に来ることがで予ない人がいる。   

㊨膚特について  

・ニュースで見た虐待の与件では、虐待を受什た子ビもは、親L＝直接「やめて」とは言えないので、友だちL＝相談  

していた。  

・すごく辛い患いをする場合は、悩み相主削＝電話をする。  

・子ビもの意見と、親の意見が食い違ったときL＝、親が「親子の緑を切る」と言って小手しl子ビもを外L＝放り出し  

たら、それは虐待になるのではないか。  

【解決方法や相棒相手についての意見変換】   

※Bグループでは、1人複数個答で権利信吾の具体例盲出し合ったところ、仝吊が権利偵官の例として「し、じめ」を  

挙げたため、「いじめ」を主なテーマにして話し合いました。  

①いじ仇の問題点  

・いじめをする子の親は、自分の子ビもがいじめをしていることを知らない。   

・いじめ盲愛什ている子の中には、うまく善しl訳盲して先生に見つからないようL＝する人がいる。先生の中にも原  

因を深く追求しない人がいる。   

・いじめを受什た子と見られる（しッテルを貼られる）と、？ラス以外の人からもいじめられるようになる。   

②いじ仇の解決方法について   

・自分の学校は、困ったことがあれば先生に相談する雰囲気があるので、いじめはないと患う。でも、「くつか〈  

し」はある。   

・いじめをする子に、いじめる理由を聞く。いじめられている子に幸手いな原因があるような場合は、理由を聞い  

て直せば解決する。   

・小学校のとき、階段から突き蓬ヒ手れたりして、学校全体からいじめられてしlる子がしlた。そのと予は学校全体  

の問題として、学活で話し合った。その子は、中学校になってからはらはしlじめを受什ていない。でも、「いじ  
帥られていた」というしツテルを貼られている。   

・？ラス以外の人からもしlじめられているような場合、最初はいじ削＝加わっていてもだんだんかわいそうに患い  

始めて、相差別＝のって〈れるようになる人が現れる。   

・中心的にいじめ盲している子ではなく、周りで加わっている人l＝、いじめの理由盲手紙でこっそり聞くのも方法  

の－つ。   

・いじめが鴨まる原因には、日産の順番がまわってきても仕事をしないとか、先生l＝えこひいき手れているとか、  

仕草や？セなどいろいろある。原凪盲聞いて、自分で直せる場合もあれば、自分では直せなしl二とが原因の場合  

もある。それに、いじめられてしlる人が無口な人の場合は、いじめをする子に直接理由を聞くことはなかなかで  

チない。  
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・いじめられている人l＝は、相談する員気がない場合もある。先生や、周りの友だちが気付いて声をか叶てあげれ  

ばいい。   

・先生に相談して、クラス全員で話し合えればいいと思う。   

・先生は部外者だから、本当は子ビも同士で解決で予れば－番いい。   

・先生によっては、いじめをしている子に「誰々から聞いた什ビ」と言ってしまって、先生に相談したことがばれ  

てしまう。うまい先生は、いじめをしてしlる子に「この前こんなことを見か叶たんだ叶ビ」と言ってくれる。そ  

うすれば相談したことはばれないし、いじめをしている子も「誰州こ見られているかも」と意鼓するようになる。  

③相諾する相手   

・自分の親   

・先生   

・友だち   

・悩み相談の電話  

【♯利櫻智を奨什た本人では解決で予ないような問題は何か】  

【本人では解決で手ない場合の解決方法は何か考えられるか】  

・クラスの友だちに聞いてみたところ、本人で解決できないものはない、という答えだった。  

・クラスの友だちに聞いてみたところ、2／3の人は、友だちに相識していじめの相手に話を聞く、という   

答えだった。本人では解決できない問題として、／－トにいたずら暮苧をされたり、ものを盗まれたり、   

くつに晶びょうをいれられたりする問題がある、という意見が出た。  

・クラスの友だちに聞いたところ、1′3くらいの人が、消極的な人を対象ヒしたしたいじ糾ま、本人では   

解決できない、という意見だ「た。  

【相棒することについて】  

・相談する相手として考えられるのは、親、先生、友だち、スクー／しカウンセラー。となりのおば手んな   

ど近所の大人も、親負に相談に乗ってくれると思う。  

・虐待の場合は、親には相談できない。  

・不審者の問題では警察官Lこ相談する場合もあるが、いじめなどLこついては相談しても立件してはくれな   

いので、相談相手にはならない。  

【権利櫻智（いじめ）の棄軌＝ついて】  

・転校した先でいじめられたり、件の良い友だちが転校していじめられるようになったり、転頼をきっか   

什としていじめを受什、それが原因で不登頼になった人がいる。  

・悪口を暮いていた束換／－トが人に見られて、そこからいじめが始まる場合がある。  

・できる人や積極的な人が、できない人や消極的な人をいじめることも争い。  

・足が速いことや、勉強が得意なことを白偵することを予っか什として、いじめを奨什ることもある。  

・くつかくしは、探している辛が面白いでの次々と人のくつをかくす、という′j、うにして流行することが   

ある。  

・いじめが始まると、それまで友だちだと思っていた人がいじめる側に同調するようになることがある。  

・いじめのり－ダーがいて、今日は詭のくつをかくすか、というようなことを決訃ている場合がある。  

・いじめのり－ダーは強しl存在で、逆らうことが難しい。  
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【♯利傭曹盲解決する方法について】  

①いじめを奨叶ても気にしないこと   

・いじめを受什た本人が気にしていない場合、「やめよう」となる場合と、「もっとやれ」となる場合がある。   

・本人が気にしていないと、「むかつくからもっとやれ」となる場合の方が争い。   

②自分でいじ仇の芽をつむ（いじめられている人が強い場合）   

・いじめがエス乃し－卜したら、自分の負看守るた机＝、実力吉行傾してでもいじめをやめ干せる。  

（診助什てくれる人を探す（いじめられている人が弱い場合）   

・いじめる側が強い存在の場合は、いじめられる方も、強い人を味方につ什て対抗する。   

・いじめている人も、いじ仇ているのがクラスで一人にな「てしまえば、いじめ盲やめる。   

・いじめが深刻になれば、何かモ／盲あげてでも仲間になってもらう方がよい。   

・消極的な人の場合は、いじ机＝対抗するた洲＝仲間をつ〈ること自体が難しい。   

㊨消極的な人机lじめられている場合、本人が何もしやべらないため、解決のしようがない   

・いじめられている本人が何も話手ないので、本人がどう思っているのか手えも分からない。   

・自分の学校でも、以前はよ〈話盲する人だったのに、あること音字っか什に人と話手な〈なり、仲間や友だちが  

どんどん減ってい苧、いじめが解決に向かっていかない、ということがある。  

⑤普段の様子と違うことに先生や周りの人が気付くこと   

・権利偵雪があること舌先生が知ったと予の対応が大手。 

「誰々から聞いた什ビ…」と言ってはだめ。「この前、先生が見か什たんだ什ビ…」というような言い方をしな  

いとい什ない。   

・積極的な人がいじめられている場合、先生はいじ裾＝気が付予L＝くいかもしれない。   

・積極的な人はどちらかと言うと、いじめる側になることが卒〈、自分がいじめられるとは思っていないので、い  

じめられても本人が気付かないかないので先生も気がつかない、ということかもしれない。   

・積極的な人は、いじめられても気にしないのかもしれない。   

・表面的には本人がいじ訃音気にしていないように見える場合でも、内心では気にしていることもあるのではない  

か。そうだとしたら、それはとても問題。  

⑥いじめを解決する土台は友だち   

・友だちは、相差別＝乗ってくれたり、いじめがあることに気が付いてくれたり、頼ったりで予る存在。  
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Cグループ   

【権利傭智だと患うこと】   

①えこひい苧・7ライ／くシーの櫻晋（大人から）  

・学校で、えこひい手のように感じるで手ことがあった。  

・そのときに、友達関係をみんなのいる前で聞かれたから、プライ／くシーの傾宮のようにも感じた。   

②意見喪明の櫻智（大人から）  

・家でも学頼でもあると思う什ビ、「黙っていなさい。」ヒ言われることなどは、権利憬官だと思う。   

③差別（子ビも同士）  

■体型のことで、あだ名盲つ什られて呼ばれることがある。   

⑳いじ仇（子ビも同士）  

・いじ仇がなくならない。  

【解決方法や相舘相手についての意見属換】   

※Cグループでは、上蓋己4項目を、「大人からの権利債曾①、②」「子ビもからの権利偵宮③、④」に分什て、そ  

れぞれについて解決方法や相談相手についての意見実換盲行いました。   

◆大人からの複利体育についての対応方法   

・自分が強くなって、片っ端から反論するのがいい。   

・第三者の意見が心事だと患う。えこひい手のようなものであれば、その先生に言って〈れる人がいれば斯かる。   

・校長先生や、教育季貝今に言ってみる。   

・第三者の先生に話すのも、少し不安。我博したほうがいいのでは、と吉われそう。   

・学校にカウンセラーがいるので、そこL＝相談する。カウンセラーのところLこは、はじめは行予づらしlと患ってい  

たが、人のあまりしlないところに部屋があるし、隷がカウンセラーに相談したかも分からなしlようにな「ている  

から、とても行李やすしlようだ。   

・自分の学頼Lこはカウンセラーはいない叶ど、やはり行チづらいと患うかもしれない。チャイルドラインやコール  

センターのような電話相談を傾うのもいいと患う。   

・自分の知らない人に相談するのは、少し抵抗がある。   

・自分にとって一番身近な人は親だから、親L＝相談する。親だと、いつでも何時闇でも話すことがで手る。   

◆子ビもからの権利櫻智l＝ついての対応方法   

・やはり、自分が強〈なって、抵抗すること。イヤならイヤと吉うべき。   

・それが吉えないからっらいと患う。強〈なるには、どうしたらしlいのだろうか。   

・手L＝負えそうなら、ますは子ビも同士で解決したしl。それがで手なしl場合は、自分の担任の先生1＝相談したい。   

・一人でもしlいから、すごく件のよい友だちがいるといい。そうしlう友だちがいると、学頼L＝い手やすい。   

・いじめや嫌がらせなどは、学校で犯人盲みつ什てほしい。それで解決するというこヒLこはならないと患う叶ビ。   

・犯人探しはいいのだろうか。それをやっている人がどういう理由があるか分からないし。   

・自分は、相談するなら、家族。学校だと、広まる可能性が心配。親なら、蘭しlて〈れるだ什かもしれない什ビ、  

解決方法を敢えてくれるかもしれない。チャイルドラインなどl＝行く前の子守いなことでも、親なら聞いてくれ  

ると思う。  
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【自分白身で解決できない場合の解決は何か】  

【子ビもにとって身近な相持相手とは醜か】  

【相拝しても解決できない場合の解決方法は何か考えられるか】  

・クラスの人に聞いてみたところ、男子の全員、女子グ＝まとんどが、自分で解決しようとする、という意   

見だった。  

・自分で解決できない場合、きようだいや親など家族に相談したりする。  

・親に相談する。友だちは学校にいる暗闇に限られる什ビ、親となら永遠にしやペることができる。  

・親に話すと気が楽になると思う。  

・友だちに相談する。家族は色々なニヒ盲聞かれそうだ什ビ、友だちはほかの話も聞いてくれるので良い。  

【相拝することについて】  

①相毒草相手について   

・少し年上の人だと話しやすい。大人ではなく、年上の子ビもがいい。   

・相談機関の場合、年配の人では寧く、2◎代から3◎代の若い人がいい。   

・自分は、相含‡機関の場合は、ベテランの人の方がいい。   

・「それはしてはダ〆」というように、滝回する人はイヤだ。   

②スクールカウンセラーや相主奨機朋などについて   

・相談専門の先生がやっているスクー／しゎウンセラーよりも、好きな先生を選んで何でも相談できる教育相談の方  

が、人気がある。   

・スクー／しゎウンセラーは予約しな什ればならないので行きにくい面があるが、教育相談は全員が骨什ることにな  

っているので、それを横合に色々なことが話せて気楽L＝なる。   

・親や友だちに相識したくない時は、チャイ／しドラインやスクールカウンセラーLこ相談している人もいる。   

・スクールカウンセラーは顔が見られるので話しにくいのではないか。顔がわからないチャイ／しドラインなどの電  

話相談の方が、自分も相談相手も、お互いに顔が分からないので、完全に第三者として話を聞いてくれる、とい  

うメリットがあると思う。   

・多くの人の場合、学積で解決できる悩みがほとんどなので、チャイルドラインなどについては考えたことがない  

し、身近L＝感じないと思う。  

【♯利櫻智を解決する方法について】  

（Dいじ仇をした人が盤なのかを知らせることについて   

・ウラでこそこそやる子ビも同士のいじめの場合、詭がいじめをしていたのかわからないことがあるが、わかる方  

がいい。   

・先生は誰がいじめをしていたのかわかると思うが、いじめをした人が詭なのか公表すると、いじめていた人が逆  

にいじめられる可能性があるので、いじめを奨什ていた人以外には知らせない方がいいと思う。  

②いじ仇の解決に先生が関わることについて   

・先生が、「みんなのた裾＝なるから」とい「てヰ惰を聞くことがあるが、答えたくないことでも答えることが必  

辛になり、イヤになることがある。   

・先生に解決してもらうよりも、束換／－トを傭って友だちに気満ちを知ってもらい、解決してもらうなど、友だ  

ち同士で解決する方がいいと患う。   

・いじめは先生L＝話をしても解決するとは思えないことがある。問題の種類によって、解決方法は違うと患う。   

・千手いなことでも先生に喜う人はあまり好かれないと思う。  
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（∋いじ仇のない環境盲つくることについて   

・いじ仇がなくなる環境をつくるた仇L＝は、大人も子ビもも、「いじ裾まダメだ」ということがわかるようになる  

努力盲することが心事．   

・自分のクラスでは、「何でも先生に言ったりしない」ということをルールにしている。Llじ仇の問軌こ先生がす  

ぐL＝入るのではなく、いじ仇をしている人lこ直接話盲すればいじ仇をや仇ると思う。   

・「正義の味方」のような人（子ビも）が学校LこいるといLlと思う。いじ訃音性飢ようという．！、うLこなった時に、  

絶対にいじ仇l＝鷲成しないことによって、先生もいじ糾＝気がっくのではないだろうか．   

・先生が、学校はLlじ仇がダメなところだ、という感覚を、もっと子ビもL＝植え「什ることが天与ではないだろう  

か。   

・子ビもの権利条例の内容lこも、学頼の先生はたたくなどの体罰盲してはい什ない、ということが盛り込むことが  

検討手れているようだが、「先生は子どもに体罰をしてはい什ない」ということが、「先生は子どもを怒っては  

い什ない」ということlこなってしまっているのではないか。基本的に先生は怒っていいと思う。   

・旦やか子ないで心事なと予に先生からは怒ってほしい。自分が人を傭「什ていることを分かることが心事だと思  

う。   

・体罰は心事珠上にやるぺ予ではないが、本当にひどいことが起予れば、やることも仕方がないかもしれない。   

・体罰手れたらや仇る、自分が痛い目にあったからや仇る、というのは根本的な解決にはならない。環境が奮われ  

ば同じことが起予る可能性がある。体罰はやるべきではない。   

⑳いじめ電予肪するた糾＝心事なことについて   

・子ビもが、悪いことが何かということを自覚することが本書。子ビもが、そう自覚で予るように、まわりが促す  

ような取組が心事だと思う。   

・先生には、子どものことをし「かしJと見てほしい。そうすることで、小手なことにも気がっくと患う。「見られ  

ている」と思うことによ「て、いじ仇をや仇ようと思うことがあるのではないか。   

・友だち看たく手ん「くることが心事だと思う。  
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（お問い合わせ先） 
 事務局：札幌市子ども未来局子ども育成部子どもの権利推進課 

 住所：〒060-0051 

    札幌市中央区南 1条東 1丁目 

大通バスセンタービル 1号館 3階 

 電話：011-211-2942 FAX：011-211-2943 

 E-Mail：kodomo.kenri@city.sapporo.jp 

 ホームページ「子どもの権利ウェブ」： 

http://www.city.sapporo.jp/kodomo/kenri 
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